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国際英語学部 国際英語学科

カリキュラムマップ カリキュラム表 科⽬概要

▼ 1. 国際英語学科教育理念 ▼ 2. 教育課程 ▼ 3. 取得できる免許・資格

1. 国際英語学科教育理念

（1）教育研究上の⽬的

国際英語学部国際英語学科は、国際共通語としての英語を⾼度に運⽤する能⼒および国際感覚を⾝につけ、社会のグローバル化に対応で
きる⼈材を養成することを⽬的とする。

（2）ディプロマポリシー（学位授与⽅針）

国際英語学部国際英語学科は、教学理念に則り、国際共通語としての英語を⾼度に運⽤する能⼒および国際感覚を⾝につけ、社会のグロ
ーバル化に対応できる⼈材を養成することをめざしている。国際英語学科では、この教育⽬標に基づき、次のような能⼒を⾝につけ、所
定の単位を修得した者に学⼠（国際英語）の学位を授与する。

①グローバル化が進む社会や英語教育の場で活躍するために必要な⾼度な英語運⽤能⼒

②⽂化の違いを越えて積極的に⼈間関係を築くことのできる異⽂化理解⼒と他者への共感能⼒

③⽂化・社会・経済・経営・観光などに関する幅広い知識と教養を基盤としたグローバルコミュニケーション能⼒

④現代社会に広く関⼼を持ち、⽣涯にわたって新しい知識を吸収していく能⼒

（3）カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施⽅針）

学位授与に必要とされる能⼒（ディプロマポリシー）を修得するために、国際英語学部 国際英語学科では、以下の⽅針で教育課程を編
成する。

① 教育課程の根幹に留学を位置づけ、学⽣全員が原則として1年間（2回⽣後期〜3回⽣前期）留学する。ただし、将来教職を希望する学
⽣には6ヵ⽉（2回⽣後期）の留学を⽤意する。

② 留学期間を除くすべてのセメスターに「総合演習科⽬群」を配置し、アカデミックスキル、留学に必要な知識とスキル、研究⼒や論
⽂作成⼒を段階的に⾝につける。また、学科の学びの集⼤成として「卒業研究」を配置する。

③ 留学期間と４回⽣後期を除くセメスターに必修の「英語集中プログラム科⽬群」を配置する。これにより、留学前までに４技能を統
合的に⾝につけ、留学後は⾝についた英語⼒を維持向上させる。

④ 異⽂化コミュニケーション、英語圏⽂化に関する基礎および発展的内容を学ぶ「国際⾔語⽂化領域科⽬群」を配置する。



⑤ 経済、経営、観光に関する基礎および発展的内容を学ぶ「グローバルキャリア領域科⽬群」を配置する。

⑥ グローバル⼈材となるために不可⽋な⽇本⽂化や国際社会を理解するための科⽬を「専⾨関連科⽬群」に配置する。

⑦ 在学中に獲得した⼒を卒業後、社会に出て⼗分に活かすことができるように、「教養教育科⽬群（基礎教育科⽬群・教養教育科⽬群・
キャリア教育科⽬群）」を配置する。

⑧ 進路⽬標にあわせ、「グローバルキャリア」「国際観光」「英語教育」の3つのラーニングコースを設定し、系統的な学びを促す。

2. 教育課程

（1）各回⽣の到達⽬標

ディプロマ・ポリシー（DP）

① グローバル化が進む社会や英語教育の場で活躍するために必要な⾼度な英語運⽤能⼒を⾝につけている。

② ⽂化の違いを越えて積極的に⼈間関係を築くことのできる異⽂化理解⼒と他者への共感能⼒を⾝につけている。

③ ⽂化・社会・経済・経営・観光などに関する幅広い知識と教養を基盤としたグローバルコミュニケーション能⼒を⾝につけている。

④ 現代社会に広く関⼼を持ち、⽣涯にわたって新しい知識を吸収していく能⼒を⾝につけている。

1回⽣〜2回⽣前期

① 2回⽣後期から始まる海外実習プログラム（SAP）に向けて、⾼度な英語⼒を⾝につける。
1）「 読む」・「書く」・「聞く」・「話す」の4技能において、CEFR B1レベル以上の総合的な英語運⽤能⼒
2）TOEICで550点以上（⽬標730点）

② 情報を効果的に収集・統合し、明瞭で説得⼒のあるプレゼンテーションを⾏ったり、論理的なレポートを作成したりする
ことができる技能を⾝につける。

③ 希望するコース分野（グローバルキャリア・国際観光・英語教育）や⾔語・⽂化の基礎的知識を得る。

④ 協働での課題への取り組みなどを通して、主体的な学びの姿勢を形成する。

⑤ 留学先国の⽂化・社会に対する理解を深め、異⽂化コミュニケーション⼒の基盤を形成する。

2回⽣後期〜3回⽣前期

海外実習プログラム（SAP）の必修参加（原則として１年間。但し教職課程履修者は6ヶ⽉）により、次の⽬標を達成する。

① ⾼度な英語⼒、とりわけコミュニケーション能⼒・発信系コミュニケーション能⼒を⾝につける。
1）CEFR B2レベル以上の総合的な英語運⽤能⼒
2）TOEICで785点以上

② ⾼い異⽂化理解⼒と異⽂化共感能⼒を⾝につける。

③ 帰国後に英語で⾏われる専⾨科⽬に備え、留学先では正規授業およびその準備講座を履修し、希望するコース分野（グロ
ーバルキャリア・国際観光・英語教育）や⾔語・⽂化の知識を英語で得る。

④ SAPの参加から得る問題意識の向上により、帰国後の専⾨科⽬や卒業研究の基盤を形成する。



⑤ 教職課程履修者は6ヶ⽉の留学を経て、⾼度な英語⼒および幅広い教養とともに教職関連科⽬を集中的に学習し、教員にな
るための専⾨知識を⾝につける。

3回⽣後期〜4回⽣

① 留学で養った英語⼒をいっそう伸ばしながら、英語で⾏われる専⾨科⽬の授業を理解し、クラスでの議論に参加したり、
論⽂を書いたりする能⼒を⾝につける。

② 留学を通して養った異⽂化理解⼒・異⽂化共感能⼒を、それぞれのコースの専⾨科⽬を学ぶことによって、いっそう伸ば
し、⾼度な異⽂化コミュニケーション⼒を⾝につける。

③ グローバルキャリア、国際観光、英語教育の分野を中⼼にして、⾃ら設定したテーマについて答えを⾒いだし、プレゼン
テーション、卒業研究においてそれを説得⼒ある⽅法で伝達する⼒を⾝につける。

④ 卒業後の進路を⾒据え、専⾨科⽬、専⾨関連科⽬の履修を通して、常に社会に関⼼を持ち、⾃ら情報を集め、新しい知識
を吸収していく⼒を⾝につける。

ディプロマ・ポリシー（DP）

（2）履修条件

本学では、系統的で継続性のある効果的な学修を実現することを⽬的として、⼀部の科⽬に履修条件（履修制限）を設定しています。

対象科⽬ 履修条件

EAP Ⅱ EAP Ⅰの単位を修得済みであること

EAP Ⅲ EAP Ⅱの単位を修得済みであること

なお、海外実習プログラム（SAP）に1年間（2セメスター）参加するためには、EAP Ⅲの単位を修得済みであることを条件とします。
EAP Ⅰ・Ⅱは修得済みで、EAPⅢを修得していない場合には、２回⽣後期に半年間のみの留学を認めることがあります。

対象科⽬ 履修条件

専⾨演習 Ⅰ

3回⽣前期終了までの専⾨教育科⽬群 必修、専⾨教育科⽬群 選択必修（全59単位）のうち36単位以上を修
得済みであること

専⾨演習 Ⅱ

専⾨演習 Ⅲ

対象科⽬ 履修条件

児童英語指導演習 Ⅰ
「 児童英語教育研究」および「児童英語教材研究」を履修済みであること

児童英語指導演習 Ⅱ

（3）卒業研究



卒業論⽂、卒業研究および卒業制作は4年間の学修の集⼤成をなすものとして重視されています。卒業論⽂、卒業研究または卒業制作を
提出し合格することが卒業するための必要条件となっています。

受付期間および時間

受付期間および時間については別途掲⽰をします。必ずそちらを確認してください。
● 留学中の者以外、本⼈以外の提出および郵送による提出は受け付けません。

● 提出時には、必ずコピーを1部とり、正本は教務部各課へ提出し、コピーはゼミ担当教員へ提出してください。

● 様式や分量等については、次のように決められています。

国際英語学科

ワープロソフトを⽤いて作成することを原則とします。
● 論⽂の場合、本⽂が⽇本語なら1万字程度、英語なら4,000語程度。

● 翻訳の卒業研究は、英⽇翻訳の場合、1万字以上。⽇英翻訳の場合、A4⽤紙で3,000語程度。

専⾨演習により、ポートフォリオやプロジェクトの成果物を卒業研究とみなすこともあります。なお、詳細は各ゼミで指導します。

3. 取得できる免許・資格

（1）取得可能資格⼀覧

資格名称 対象学部・学科

教育職員免許状 英語（中１種・⾼１種） 国際英語学部 国際英語学科
司書課程※ 国際英語学部 国際英語学科
学校図書館司書教諭 国際英語学部 国際英語学科
⽇本語教員養成※ 国際英語学部 国際英語学科

⼩学校英語指導者資格（J-SHINE認定） 国際英語学部 国際英語学科

※ 1年間の留学のため、在学期間4年間のうちに取得することが難しい場合もあります。

（2）取得可能な免許・資格

中学校教諭⼀種免許状：英語
⾼等学校教諭⼀種免許状：

英語
⼩学校英語指導者資格

司書課程※ 学校図書館司書教諭 ⽇本語教員養成※

※ 1年間の留学のため、在学期間4年間のうちに取得することが難しい場合もあります。
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国際英語学部 国際英語学科

カリキュラムマップ

国際英語学部 国際英語学科 カリキュラム表 科⽬概要

▼ 1. 教養教育科⽬ ▼ 2. 専⾨教育科⽬

全学共通の到達⽬標

① 市⺠や社会⼈として必要とされる知識や教養の獲得
② 知的関⼼をもって学修していく態度や⼼構えの獲得
③ 市⺠や社会⼈として必要とされる倫理観や⼈間性の獲得
④ 異なる考え⽅や異なる⽂化を持つ⼈々を理解する能⼒の獲得
⑤ ⾃分⾃⾝や社会が直⾯するさまざまな問題を理解し解決する能⼒の獲得
⑥ 物事を論理的に分析する能⼒の獲得
⑦ 読む⼒や書く⼒、話す⼒や聞く⼒の獲得

学科・コース別の ディプロマ・ポリシー

① グローバル化が進む社会や英語教育の場で活躍するために必要な⾼度な英語運⽤能⼒を⾝につける。
② ⽂化の違いを越えて積極的に⼈間関係を築くことのできる異⽂化理解⼒と他者への共感能⼒を⾝につける。
③ ⽂化・社会・経済・経営・観光などに関する幅広い知識と教養を基盤としたグローバルコミュニケーション能⼒を⾝につける。
④ 現代社会に広く関⼼を持ち、⽣涯にわたって新しい知識を吸収していく能⼒を⾝につける。

「科⽬ナンバリング」制度

本学では、皆さんの体系的な学修を⽀援するために「科⽬ナンバリング」
制度を導⼊しています。
各科⽬に設定された「科⽬ナンバー」のアルファベットと数字によって、
体系的に学修するための情報を得ることができます。ぜひ皆さんの計画的
な履修に役⽴ててください。

回⽣2

選必の別3

履修順序4 同系科⽬中の履修順序

基礎・教養・キャリア科⽬︓0

専⾨科⽬ ０︓必修 1︓選択必修（科⽬群 Ⅰ）
 2︓選択必修（科⽬群 Ⅱ） 3︓専⾨関連科⽬

1︓１回⽣  2︓2 回⽣  3︓3 回⽣  4︓4 回⽣

学科1 BA︓基礎 GE︓教養 CA︓キャリア
IN︓情報 IS︓留学⽣科⽬ EG︓国際英語学科

科⽬ナンバーの⾒⽅

- 1
2

1
3

1
4

○○ -
1

〈 例 〉

1. 教養教育科⽬

基礎教育科⽬群



［ 6単位必修 ］

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標
備考

BA101 ⽇本語表現 Ⅰ 2 必修 演習 1回⽣ ①②④⑥⑦ -
BA102 ⽇本語表現 Ⅱ 2 必修 演習 1回⽣ ①②④⑥⑦ -
IN101 情報処理演習 Ⅰ 1 必修 演習 1回⽣ ①②⑥ -

IN102 情報処理演習 Ⅱ 1 必修 演習 1回⽣ ①②⑥ -
IS101 ⽇本語 Ⅰ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑦ 外国⼈留学⽣

⽤科⽬IS102 ⽇本語 Ⅱ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑦

（1）教養教育科⽬群・キャリア教育科⽬群 必修7単位、選択必修22単位以上

教養教育科⽬群

［ 2単位以上選択必修 ］

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 教養⼊⾨ 2 必修 講義 1回⽣ ①②③④⑤⑥⑦
GE101 地域課題研究 1 必修 演習 1回⽣ ①②③④⑤⑥⑦

【 ⼈間と知の伝達 】現代の思想

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 哲学概論 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑤⑥

GE101 倫理学概論 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑤⑥
GE101 ⽇本⼈と宗教 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑤
GE101 ジェンダー研究 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑦
GE201 宗教学概論 2 選択 講義 2回⽣ ①②③④⑤
GE201 ⼼理学概論 2 選択 講義 2回⽣ ①②③⑤

【 ⼈間と知の伝達 】メディアと情報

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 ⾔語コミュニケーション論 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑦
CA201 キャリアコミュニケーション Ⅰ 2 選択 演習 2回⽣ ①②④⑦
CA202 キャリアコミュニケーション Ⅱ 2 選択 演習 2回⽣ ①②④⑦
GE101 現代のメディアと表現 2 選択 講義 1回⽣ ①②③⑤
GE101 情報社会論 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑥⑦

GE101 数学演習 Ⅰ 2 選択 演習 1回⽣ ①②⑥
GE102 数学演習 Ⅱ 2 選択 演習 1回⽣ ①②⑥
IN201 情報処理演習 Ⅲ 1 選択 演習 2回⽣ ①②⑥
IN201 情報処理演習 Ⅳ 1 選択 演習 2回⽣ ①②⑥
IN201 情報処理演習 Ⅴ 1 選択 演習 2回⽣ ①②⑥

IN201 情報処理演習 Ⅵ 1 選択 演習 2回⽣ ①②⑥

［ 2単位以上選択必修 ］

【 ⼈間と⽂化 】外国語と⽂化理解

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 ⽂化⼈類学 2 選択 講義 1回⽣ ①②④⑤⑥
GE101 芸術と⽂化 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑤
GE101 中国語 Ⅰ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦
GE102 中国語 Ⅱ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦

GE103 中国語 Ⅲ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦
GE104 中国語 Ⅳ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦



GE101 韓国語 Ⅰ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦
GE102 韓国語 Ⅱ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦
GE103 韓国語 Ⅲ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦
GE104 韓国語 Ⅳ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦
GE101 フランス語 Ⅰ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦

GE102 フランス語 Ⅱ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦
GE101 ドイツ語 Ⅰ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦
GE102 ドイツ語 Ⅱ 2 選択 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦

【 ⼈間と⽂化 】歴史・⽂化

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 歴史学⼊⾨ 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑥
GE101 京都講座 Ⅰ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③

GE101 京都講座 Ⅱ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③
GE101 京都の歴史・⽂化 Ⅰ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③⑥
GE101 京都の歴史・⽂化 Ⅱ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③
GE101 ⽂学と京都 2 選択 講義 1回⽣ ①②④

［ 2単位以上選択必修 ］

【 ⼈間と社会 】法律・⾏政・政治

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 ⽇本国憲法 2 選択 講義 1回⽣ ①②③⑥

GE101 法学概論 Ⅰ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③⑥
GE101 法学概論 Ⅱ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③⑥
GE101 政治学概論 Ⅰ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④
GE101 政治学概論 Ⅱ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④
GE201 ⺠法 2 選択 講義 2回⽣ ①②③⑥

GE201 ⾏政学 2 選択 講義 2回⽣ ①②⑥
GE201 ⼈権と教育 2 選択 講義 2回⽣ ①②③④⑤
GE201 国際関係⼊⾨ 2 選択 講義 2回⽣ ①②③④⑤

【 ⼈間と社会 】経済・経営・社会

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 くらしと経済 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑤⑥
GE101 福祉とボランティア 2 選択 講義 1回⽣ ①②③⑤⑦

GE101 社会学概論 Ⅰ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑤
GE101 社会学概論 Ⅱ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑥
GE101 時事問題研究 2 必修 演習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦

［ 2単位以上選択必修 ］

【 ⼈間と⾃然 】健康・こころ・からだ

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 健康に⽣きる Ⅰ 2 選択 講義 1回⽣ ①②④⑤
GE101 健康に⽣きる Ⅱ 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑤⑥

GE101 健康に⽣きる Ⅲ 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑤⑥⑦
GE101 体育理論 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑤
GE101 スポーツコース Ⅰ 1 選択 実験・実習 1回⽣ ①②③⑤⑦
GE101 スポーツコース Ⅱ 1 選択 実験・実習 1回⽣ ①②③⑤⑦
GE101 スポーツコース Ⅲ 1 選択 実験・実習 1回⽣ ①②③⑤⑦

GE101 スポーツコース Ⅳ 1 選択 実験・実習 1回⽣ ①②③⑤⑦

【 ⼈間と⾃然 】⾃然と環境



科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

GE101 地球⽣命論 2 選択 講義 1回⽣ ①②③⑥
GE101 地球環境論 2 選択 講義 1回⽣ ①②③④⑤
GE101 エコロジー研究 2 選択 講義 1回⽣ ①②③⑤
GE101 ⾃然の探求 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑥⑦
GE101 地理学概論 2 選択 講義 1回⽣ ①②④⑥

GE101 ⽣活の中の数学 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑤⑥
GE101 物理学基礎 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑥
GE101 化学基礎 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑥
GE101 ⽣物学基礎 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑥

キャリア教育科⽬群

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標
備考

CA201 キャリアデザイン⼊⾨ 2 必修 講義 2回⽣ ①②⑤⑥⑦ -

CA101 キャリア開発講座 Ⅰ 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA101 キャリア開発講座 Ⅱ 2 選択 講義 1回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA201 キャリア開発講座 Ⅲ 2 選択 講義 2回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA201 キャリア開発講座 Ⅳ 2 選択 講義 2回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA201 キャリア開発演習 Ⅰ 2 選択 演習 2回⽣ ①②⑤⑥⑦ -

CA201 キャリア開発演習 Ⅱ 2 選択 演習 2回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA201 キャリア開発演習 Ⅲ 2 選択 演習 2回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA201 キャリア開発演習 Ⅳ 2 選択 演習 2回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA301 キャリア開発研究 Ⅰ 2 選択 演習 3回⽣ ①②⑤⑥ -
CA301 キャリア開発研究 Ⅱ 2 選択 演習 3回⽣ ①②③ -

CA301 キャリア開発研究 Ⅲ 2 選択 演習 3回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA301 キャリア開発研究 Ⅳ 2 選択 演習 3回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA301 キャリア開発研究 Ⅴ 2 選択 演習 3回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA301 キャリア開発研究 Ⅵ 2 選択 演習 3回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA101 インターンシップ A（ビジネス） 2 選択 実験・実習 1回⽣ ①②④⑤⑥⑦ -

CA201 インターンシップ B（図書館司書） 2 選択 実験・実習 2回⽣ ①②④⑤⑥⑦ -
CA201 インターンシップ C（⾏政） 2 選択 実験・実習 2回⽣ ①②④⑤⑥⑦ -
CA201 インターンシップ D（NGO・NPO） 2 選択 実験・実習 2回⽣ ①②④⑤⑥⑦ -
CA201 よそおいの⼼理学 2 選択 講義 2回⽣ ①②④ -
CA201 産業⼼理学 2 選択 講義 2回⽣ ①②④⑤⑥ -

CA301 広告と消費の⼼理学 2 選択 講義 3回⽣ ①②④⑤⑥ -
CA301 教職・保育職教養講義 Ⅰ 2 選択 講義 3回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA302 教職・保育職教養講義 Ⅱ 2 選択 講義 3回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA401 教職・保育職教養講義 Ⅲ 2 選択 講義 4回⽣ ①②⑤⑥⑦ -
CA402 教職・保育職教養講義 Ⅳ 2 選択 講義 4回⽣ ①②⑤⑥⑦ -

CA101 教育原論 2 選択 講義 1回⽣ ①④⑤ -
CA101 教職⼊⾨ 2 選択 講義 1回⽣ ①②③ -
CA201 教育制度論 2 選択 講義 2回⽣ ①⑤⑥ -
CA101 教育⼼理学 2 選択 講義 1回⽣ ①⑥⑦ -
CA201 特別⽀援教育論 1 選択 講義 2回⽣ ①②③⑤⑦ -

CA201 教育課程論 2 選択 講義 2回⽣ ①④⑤ -
CA201 道徳教育の理論と⽅法 2 選択 講義 2回⽣ ①③④⑥ -
CA201 総合的な学習の時間の指導法 1 選択 講義 2回⽣ ①②③⑤⑦ -
CA201 特別活動論 2 選択 講義 2回⽣ ①③⑤ -
CA201 教育⽅法論 2 選択 講義 2回⽣ ①③⑥ -

CA301 ⽣徒・進路指導 2 選択 講義 3回⽣ ①③④⑤ -
CA201 教育相談 2 選択 講義 2回⽣ ①③⑤ -
CA401 教職実践演習（中等） 2 選択 演習 4回⽣ ①②③⑤⑥⑦ -
CA101 学校等体験活動 1 選択 実験・実習 1回⽣ ①②③⑤⑥⑦ -
CA301 英語科教育法 Ⅰ 2 ⾃由 演習 3回⽣ ①②③④⑤⑦ -

CA302 英語科教育法 Ⅱ 2 ⾃由 演習 3回⽣ ①②③④⑤⑦ -



CA302 英語科教育法 Ⅲ 2 ⾃由 演習 3回⽣ ①②③④⑤⑦ -
CA302 英語科教育法 Ⅳ 2 ⾃由 演習 3回⽣ ①②③④⑤⑦ -
CA401 教育実習 Ⅰ 2 ⾃由 実験・実習 4回⽣ ①②③④⑤⑥⑦ -
CA301 教育実習 Ⅱ（事前事後指導を含む） 3 ⾃由 実験・実習 3回⽣ ①②③④⑤⑥⑦ -
CA301 児童英語教育研究 2 ⾃由 講義 3回⽣ ②③④ -

CA301 児童英語教材研究 2 ⾃由 講義 3回⽣ ②③④ -
CA402 児童英語指導演習 Ⅰ 2 ⾃由 演習 4回⽣ ②③④ -
CA402 児童英語指導演習 Ⅱ 2 ⾃由 演習 4回⽣ ②③④ -
CA301 English Communication A 2 選択 演習 3回⽣ ①④⑦ -
CA301 English Communication B 2 選択 演習 3回⽣ ①④⑦ -

CA301 Cultural Studies A 2 選択 演習 3回⽣ ①④⑤ -
CA301 Cultural Studies B 2 選択 演習 3回⽣ ①④⑤ -
IS201 ⽇本語 Ⅲ 2 選択 演習 2回⽣ ①②④⑦

外国⼈留学⽣
科⽬

IS202 ⽇本語 Ⅳ 2 選択 演習 2回⽣ ①②④⑦
IS101 ⽇本事情 Ⅰ 2 選択 講義 1回⽣ ①②④⑤⑦

IS102 ⽇本事情 Ⅱ 2 選択 講義 1回⽣ ①②④⑤⑦
IS201 ⽇本事情 Ⅲ 2 選択 講義 2回⽣ ①②④⑤⑦
IS202 ⽇本事情 Ⅳ 2 選択 講義 2回⽣ ①②④⑤⑦
IS301 ⽇本⽂化演習 Ⅰ 2 選択 演習 3回⽣ ①②④⑦

※許可者のみ
IS302 ⽇本⽂化演習 Ⅱ 2 選択 演習 3回⽣ ①②④⑦

※⾃由科⽬は卒業要件単位に含まれません。

2. 専⾨教育科⽬

（1）必修41単位（「経済学基礎」含む）

総合演習

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EG101 研究⼊⾨ゼミ Ⅰ 2 必修 演習 1回⽣ ②③⑦ ②③
EG102 研究⼊⾨ゼミ Ⅱ 2 必修 演習 1回⽣ ②③⑦ ②③
EG201 留学プログラム演習 2 必修 演習 2回⽣ ②③④ ②③
EG301 専⾨演習 Ⅰ 2 必修 演習 3回⽣ ②⑤⑥ ③④

EG401 専⾨演習 Ⅱ 2 必修 演習 4回⽣ ②⑤⑥ ③④
EG402 専⾨演習 Ⅲ 2 必修 演習 4回⽣ ②⑤⑥ ③④
EG401 卒業研究 2 必修 演習 4回⽣ ⑤⑥⑦ ③④

英語集中プログラム

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EG101 EAP Ⅰ 6 必修 演習 1回⽣ ②④ ①④
EG101 Career English Ⅰ 1 必修 演習 1回⽣ ① ①

EG102 EAP Ⅱ 6 必修 演習 1回⽣ ②④ ①④
EG102 Career English Ⅱ 1 必修 演習 1回⽣ ① ①
EG201 EAP Ⅲ 6 必修 演習 2回⽣ ②⑥⑦ ①
EG201 Career English Ⅲ 1 必修 演習 2回⽣ ① ①
EG301 English Workshop Ⅰ 2 必修 演習 3回⽣ ①⑦ ①

EG401 English Workshop Ⅱ 2 必修 演習 4回⽣ ①⑦ ①

（2）科⽬群 Ⅰ「経済学基礎」を除く6単位以上、「科⽬群 Ⅱ」・「専⾨関連科⽬群」42単位以上を含んだ48単位以



上を選択必修

国際⾔語⽂化領域

［ グローバルキャリア領域「科⽬群 Ⅰ」と合わせて6単位以上 ※「経済学基礎」を除く ］

【 科⽬群 Ⅰ 】

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EG111 英語圏⽂学 A 2 選択 講義 1回⽣ ①③④ ②③
EG111 英語圏⽂化論 A 2 選択 講義 1回⽣ ①④⑤ ②③
EG111 英語学 A 2 選択 講義 1回⽣ ①④⑥ ②③
EG111 多⽂化コミュニケーション A 2 選択 講義 1回⽣ ①④⑤ ②③

EG211 英語教育論 2 選択 講義 2回⽣ ①③⑤ ②③

［ グローバルキャリア領域「科⽬群 Ⅱ」、「専⾨関連科⽬群」と合わせて42単位以上

【 科⽬群 Ⅱ 】

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EG221 Language Studies A 2 選択 演習 2回⽣ ②⑥⑦ ①③
EG221 Language Studies B 2 選択 演習 2回⽣ ②⑥⑦ ①③
EG221 Area Studies A 2 選択 演習 2回⽣ ①④⑤ ②③
EG221 Area Studies B 2 選択 演習 2回⽣ ①④⑤ ②③

EG221 海外フィールドワーク A 2 選択 実験・実習 2回⽣ ③④⑤ ②④
EG221 海外フィールドワーク B 2 選択 実験・実習 2回⽣ ③④⑤ ②④
EG321 Advanced English Communication A 2 選択 演習 3回⽣ ②⑥⑦ ①④
EG321 Advanced English Communication B 2 選択 演習 3回⽣ ②⑥⑦ ①④
EG321 Advanced English Communication C 2 選択 演習 3回⽣ ②⑥⑦ ①④

EG321 Advanced English Communication D 2 選択 演習 3回⽣ ②⑥⑦ ①④
EG321 英語圏⽂学 B 2 選択 講義 3回⽣ ①③④ ②③
EG321 英語圏⽂化論 B 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ②③
EG321 英語学 B 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑥ ②③
EG321 英語圏⽂化論 C 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ②③

EG321 多⽂化コミュニケーション B 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ②③
EG321 翻訳演習 2 選択 演習 3回⽣ ②④⑦ ①③
EG321 通訳演習 2 選択 演習 3回⽣ ②④⑦ ①③
EG321 ⽐較⽂化論 2 選択 講義 3回⽣ ③④⑤ ②③

グローバルキャリア領域

［ 国際⾔語⽂化領域「科⽬群 Ⅰ」と合わせて6単位以上 ※「経済学基礎」を除く ］

【 科⽬群 Ⅰ 】

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EG101 経済学基礎 2 必修 講義 1回⽣ ①⑤⑥ ③④

EG111 経営学基礎 2 選択 講義 1回⽣ ①⑤⑥ ③④
EG111 統計学演習 2 選択 演習 1回⽣ ②⑤⑥ ③④
EG111 会計学基礎 2 選択 講義 1回⽣ ①④⑤ ②③
EG111 観光学基礎 2 選択 講義 1回⽣ ⑤⑥⑦ ①④

［ 国際⾔語⽂化領域「科⽬群 Ⅱ」、「専⾨関連科⽬群」と合わせて42単位以上

【 科⽬群 Ⅱ 】

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー



EG221 English for Business A 2 選択 演習 2回⽣ ⑤⑥⑦ ①④
EG221 English for Business B 2 選択 演習 2回⽣ ⑤⑥⑦ ①④
EG321 国際経済論 A（欧⽶） 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ③④
EG321 マーケティング論 2 選択 講義 3回⽣ ①⑤⑥ ③④
EG321 ⾦融論 2 選択 講義 3回⽣ ①⑤⑥ ③④

EG321 English for Business C 2 選択 演習 3回⽣ ⑤⑥⑦ ①④
EG321 国際ツーリズム論 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ②③
EG321 観光英語 2 選択 演習 3回⽣ ④⑤⑦ ①③
EG321 国際経済論 B（東アジア） 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ③④
EG321 国際経済論 C（東南アジア） 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ③④

EG321 企業戦略論（グローバル企業） 2 選択 講義 3回⽣ ①③⑤ ③④
EG321 国際マーケティング論 2 選択 講義 3回⽣ ①③⑤ ③④
EG321 マーケティングリサーチ演習 2 選択 演習 3回⽣ ②⑤⑦ ③④
EG321 国際⾦融論 2 選択 講義 3回⽣ ①⑤⑥ ③④
EG321 グローバルビジネス実務演習 2 選択 演習 3回⽣ ②⑤⑦ ①③

EG321 ホスピタリティ論 2 選択 講義 3回⽣ ①③④ ②③

専⾨関連科⽬群

［ 国際⾔語⽂化領域「科⽬群 Ⅱおよびグローバルキャリア領域」と合わせて42単位以上 ］

科⽬NO 授業科⽬の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回⽣
全学共通の

到達⽬標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EG331 ⽇本⽂化研究 A（芸術） 2 選択 講義 3回⽣ ①③④ ②③
EG331 国際関係論 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ③④
EG331 ⽇本⽂化研究 B（ポップカルチャー） 2 選択 講義 3回⽣ ①③④ ②③
EG331 現代アジア⽂化研究 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ③④

EG331 現代社会と思想 2 選択 講義 3回⽣ ①③⑤ ③④
EG331 国際協⼒論 2 選択 講義 3回⽣ ①④⑤ ③④



【 第9章 2020年度⽣⽤ 教育課程（学部別）】

国際英語学部 国際英語学科

カリキュラム表

国際英語学部 国際英語学科 カリキュラムマップ 科⽬概要

35単位以上

基礎教育科⽬群+
教養教育科⽬群+

キャリア教育科⽬群

41単位以上

専⾨教育科⽬群
［ 必修 ］

48単位以上

専⾨教育科⽬群
［ 選択必修 ］

合計

124
単位以上

1. 基礎教育科⽬群
必修 6単位

単位 回⽣

⽇本語表現 Ⅰ 2 1〜
⽇本語表現 Ⅱ 2 1〜
情報処理演習 Ⅰ 1 1〜

情報処理演習 Ⅱ 1 1〜
⽇本語 Ⅰ（留学⽣のみ） 2 1〜
⽇本語 Ⅱ（留学⽣のみ） 2 1〜

2. 教養教育科⽬群・キャリア教育科

⽬群
必修  7単
位

【 1回⽣ 】
単位 回⽣

教養⼊⾨ 2 1〜
地域課題研究 1 1〜

時事問題研究 2 1〜

【 2回⽣ 】
単位 回⽣

キャリアデザイン⼊⾨ 2 2〜

3. 教養教育科⽬群・キャリア教育科⽬群
選択必修 22単位以上

教養教育科⽬群 それぞれの領域から2単位以上選択

領域 ⼈間と知の伝達
［ 分野 ］現代の思想

単位 回⽣

哲学概論 2 1〜
倫理学概論 2 1〜
⽇本⼈と宗教 2 1〜

ジェンダー研究 2 1〜
宗教学概論 2 2〜
⼼理学概論 2 2〜

［ 分野 ］メディアと情報
単位 回⽣

⾔語コミュニケーショ
ン論

2 1〜

キャリアコミュニケー
ション Ⅰ

2 2〜

領域 ⼈間と⽂化
［ 分野 ］外国語と⽂化理解

単位 回⽣

⽂化⼈類学 2 1〜
芸術と⽂化 2 1〜
中国語 Ⅰ 2 1〜

中国語 Ⅱ 2 1〜
中国語 Ⅲ 2 1〜
中国語 Ⅳ 2 1〜
韓国語 Ⅰ 2 1〜
韓国語 Ⅱ 2 1〜

韓国語 Ⅲ 2 1〜
韓国語 Ⅳ 2 1〜
フランス語 Ⅰ 2 1〜
フランス語 Ⅱ 2 1〜

領域 ⼈間と社会
［ 分野 ］法律・⾏政・政治

単位 回⽣

⽇本国憲法 2 1〜
法学概論 Ⅰ 2 1〜
法学概論 Ⅱ 2 1〜

政治学概論 Ⅰ 2 1〜
政治学概論 Ⅱ 2 1〜
⺠法 2 2〜
⾏政学 2 2〜
⼈権と教育 2 2〜

国際関係⼊⾨ 2 2〜

［ 分野 ］経済・経営・社会
単位 回⽣

くらしと経済 2 1〜

領域 ⼈間と⾃然
［ 分野 ］健康・こころ・から
だ

単位 回⽣

健康に⽣きる Ⅰ 2 1〜
健康に⽣きる Ⅱ 2 1〜

健康に⽣きる Ⅲ 2 1〜
体育理論 2 1〜
スポーツコース Ⅰ 1 1〜
スポーツコース Ⅱ 1 1〜
スポーツコース Ⅲ 1 1〜

スポーツコース Ⅳ 1 1〜

［ 分野 ］⾃然と環境
単位 回⽣

地球⽣命論 2 1〜



キャリアコミュニケー
ション Ⅱ

2 2〜

現代のメディアと表現 2 1〜
情報社会論 2 1〜
数学演習 Ⅰ 2 1〜

数学演習 Ⅱ 2 1〜
情報処理演習 Ⅲ 1 2〜
情報処理演習 Ⅳ 1 2〜
情報処理演習 Ⅴ 1 2〜
情報処理演習 Ⅵ 1 2〜

ドイツ語 Ⅰ 2 1〜
ドイツ語 Ⅱ 2 1〜

［ 分野 ］歴史・⽂化
単位 回⽣

歴史学⼊⾨ 2 1〜
京都講座 Ⅰ 2 1〜

京都講座 Ⅱ 2 1〜
京都の歴史・⽂化 Ⅰ 2 1〜
京都の歴史・⽂化 Ⅱ 2 1〜
⽂学と京都 2 1〜

福祉とボランティア 2 1〜
社会学概論 Ⅰ 2 1〜
社会学概論 Ⅱ 2 1〜

地球環境論 2 1〜
エコロジー研究 2 1〜
⾃然の探求 2 1〜
地理学概論 2 1〜
⽣活の中の数学 2 1〜

物理学基礎 2 1〜
化学基礎 2 1〜
⽣物学基礎 2 1〜

キャリア教育科⽬群

単位 回⽣

キャリア開発講座 Ⅰ 2 1〜

キャリア開発講座 Ⅱ 2 1〜
キャリア開発講座 Ⅲ 2 2〜
キャリア開発講座 Ⅳ 2 2〜
キャリア開発演習 Ⅰ 2 2〜
キャリア開発演習 Ⅱ 2 2〜

キャリア開発演習 Ⅲ 2 2〜
キャリア開発演習 Ⅳ 2 2〜
キャリア開発研究 Ⅰ 2 3〜
キャリア開発研究 Ⅱ 2 3〜
キャリア開発研究 Ⅲ 2 3〜

キャリア開発研究 Ⅳ 2 3〜
キャリア開発研究 Ⅴ 2 3〜
キャリア開発研究 Ⅵ 2 3〜
インターンシップ A（ビ
ジネス） 2 1〜

インターンシップ B（図
書館司書）

2 2〜

インターンシップ C（⾏
政） 2 2〜

インターンシップ D
（NGO・NPO）

2 2〜

単位 回⽣

よそおいの⼼理学 2 2〜

産業⼼理学 2 2〜
広告と消費の⼼理学 2 3〜
教職・保育職教養講義 Ⅰ 2 3〜
教職・保育職教養講義 Ⅱ 2 3〜
教職・保育職教養講義 Ⅲ 2 4

教職・保育職教養講義 Ⅳ 2 4
※教育原論 2 1〜
※教職⼊⾨ 2 1〜
※教育制度論 2 2〜
※教育⼼理学 2 1〜

※特別⽀援教育論 1 2〜
※教育課程論 2 2〜
※道徳教育の理論と⽅法 2 2〜
※総合的な学習の時間の

指導法
1 2〜

※特別活動論 2 2〜
※教育⽅法論 2 2〜
※⽣徒・進路指導 2 3〜
※教育相談 2 2〜
教職実践演習（中等） 2 4

学校等体験活動 1 1〜

単位 回⽣

English Communication A 2 3〜

English Communication
B

2 3〜

Cultural Studies A 2 3〜
Cultural Studies B 2 3〜

単位 回⽣

⽇本語 Ⅲ 2 2〜

⽇本語 Ⅳ 2 2〜
⽇本事情 Ⅰ 2 1〜
⽇本事情 Ⅱ 2 1〜
⽇本事情 Ⅲ 2 2〜
⽇本事情 Ⅳ 2 2〜

⽇本⽂化演習 Ⅰ 2 3〜
⽇本⽂化演習 Ⅱ 2 3〜

※印の科⽬は、時間割において、科⽬名の後ろに（中等）と表記されている科⽬を履修してください。

4. 専⾨教育科⽬群
必修 41単位

【 1回⽣ 】
単位 回⽣

研究⼊⾨ゼミ Ⅰ 2 1〜

研究⼊⾨ゼミ Ⅱ 2 1〜
EAP Ⅰ 6 1〜
Career English Ⅰ 1 1〜
EAP Ⅱ 6 1〜
Career English Ⅱ 1 1〜

経済学基礎 2 1〜

【 2回⽣ 】
単位 回⽣

留学プログラム演習 2 2〜

EAP Ⅲ 6 2〜
Career English Ⅲ 1 2〜

【 3回⽣ 】
単位 回⽣

専⾨演習 Ⅰ 2 3〜

English Workshop Ⅰ 2 3〜

【 4回⽣ 】
単位 回⽣

専⾨演習 Ⅱ 2 4

専⾨演習 Ⅲ 2 4
English Workshop Ⅱ 2 4
卒業研究 2 4



5. 専⾨教育科⽬群
選択必修 48単位以上

科⽬群 Ⅰ 6単位以上選択

領域 国際⾔語⽂化
単位 回⽣

英語圏⽂学 A 2 1〜
英語圏⽂化論 A 2 1〜
英語学 A 2 1〜
多⽂化コミュニケーション A 2 1〜
英語教育論 2 2〜

領域 グローバルキャリア
単位 回⽣

経営学基礎 2 1〜
統計学演習 2 1〜
会計学基礎 2 1〜
観光学基礎 2 1〜

科⽬群 Ⅱ 42単位以上選択

領域 国際⾔語⽂化
単位 回⽣

Language Studies A 2 2〜
Language Studies B 2 2〜

Area Studies A 2 2〜
Area Studies B 2 2〜
海外フィールドワーク A 2 2〜
海外フィールドワーク B 2 2〜
Advanced English Communication A 2 3〜

Advanced English Communication B 2 3〜
Advanced English Communication C 2 3〜
Advanced English Communication D 2 3〜
英語圏⽂学 B 2 3〜
英語圏⽂化論 B 2 3〜

英語学 B 2 3〜
英語圏⽂化論 C 2 3〜
多⽂化コミュニケーション B 2 3〜
翻訳演習 2 3〜
通訳演習 2 3〜

⽐較⽂化論 2 3〜

領域 グローバルキャリア
単位 回⽣

English for Business A 2 2〜
English for Business B 2 2〜

国際経済論 A（欧⽶） 2 3〜
マーケティング論 2 3〜
⾦融論 2 3〜
English for Business C 2 3〜
国際ツーリズム論 2 3〜

観光英語 2 3〜
国際経済論 B（東アジア） 2 3〜
国際経済論 C（東南アジア） 2 3〜
企業戦略論（グローバル企業） 2 3〜
国際マーケティング論 2 3〜

マーケティングリサーチ演習 2 3〜
国際⾦融論 2 3〜
グローバルビジネス実務演習 2 3〜
ホスピタリティ論 2 3〜

専⾨関連科⽬群

単位 回⽣

⽇本⽂化研究 A（芸術） 2 3〜

国際関係論 2 3〜
⽇本⽂化研究 B（ポップカルチャー） 2 3〜
現代アジア⽂化研究 2 3〜
現代社会と思想 2 3〜
国際協⼒論 2 3〜

※「単位認定予定⼀覧」はガイダンスで配布します。（留学期間1セメスターにつき最⼤18単位を認定）



【 第9章 2020年度⽣⽤ 教育課程（学部別）】

国際英語学部 国際英語学科

科⽬概要

国際英語学部 国際英語学科 カリキュラムマップ カリキュラム表

▼ 1. 基礎教育科⽬群 ▼ 2. 教養教育科⽬群 ▼ 3. キャリア教育科⽬群 ▼ 4. 専⾨科⽬群

1. 基礎教育科⽬群

⽇本語表現 Ⅰ

⼤学での学修活動に必要なアカデミック・スキ

ルとしての基本的な⽇本語運⽤能⼒の獲得をめ

ざす。まずは、「話す」ことを中⼼にコミュニ

ケーションの基礎を学ぶとともに、原稿⽤紙の

使い⽅や履歴書の作成など、⼤学⽣活で役⽴つ

実⽤的な「書く」能⼒も⾝につける。

⽇本語表現 Ⅱ

スタディ・スキルとして、最低限必要とされる

読解⼒や⽂章作成能⼒の修得をめざす。⾼度な

⽂章を読む⼒を養成しながら、添削指導によ

り、論理的な論説⽂を書くための⽂章構成や推

敲の能⼒を⾼める。

情報処理演習 Ⅰ

現代の情報化社会に必須であるコンピュータや

ネットワークに関する基礎的知識の理解と、⽂

書作成、表計算、プレゼンテーションのソフト

ウェアを活⽤する技能を習得する。具体的に

は、Officeソフトを通じ、⾝近な素材を元に⽂

書ソフトではレポート作成、表計算ソフトでは

グラフ作成や数値分析、プレゼンテーションソ

フトではスライド作成といった実践⼒と応⽤⼒

を養い、情報社会におけるさまざまな危険を防

ぐための知識、情報を扱う上でのマナーを⾝に

つける。

情報処理演習 Ⅱ

社会全般の情報化が進み、道具であるパソコン

がより便利に使いやすく進歩していくなかで、

使い⼿である我々には、それらに関する知識だ

けでなく、情報そのものを使いこなすことが求

められている。本講義では、社会で求められて

いる情報活⽤の基礎⼒を体系化し、どうやって

効果的に情報を活⽤するかを学習する。具体的

には、⼀連の情報プロセス（収集、分析、整

理・保管、表現、運⽤）の意味を理解し、デー

タや情報を適切に処理・活⽤できる⼒を⾝につ

ける。

⽇本語 Ⅰ

留学⽣にとって汎⽤的な⽇本語能⼒の向上を図

る。⽇本語4技能を中級後半レベルへと移⾏さ

せること、⽇本⼈とコミュニケーションができ

ること、⽇本社会・⽂化への理解を深めるこ

と、⼤学の講義を受講する能⼒を養うことを⽬

標にする。

⽇本語 Ⅱ

留学⽣にとって汎⽤的な⽇本語能⼒の向上を図

る。⽇本語4技能を中級後半レベルへと移⾏さ

せること、⽇本⼈とコミュニケーションができ

ること、⽇本社会・⽂化への理解を深めるこ

と、⼤学の講義を受講する能⼒を養うことを⽬

標にする。

2. 教養教育科⽬群



▼【 ⼈間と知の伝達 】現代の思想 ▼【 ⼈間と知の伝達 】メディアと情報 ▼【 ⼈間と⽂化 】外国語と⽂化理解

▼【 ⼈間と⽂化 】歴史・⽂化 ▼【 ⼈間と社会 】法律・⾏政・政治 ▼【 ⼈間と社会 】経済・経営・社会

▼【 ⼈間と⾃然 】健康・こころ・からだ ▼【 ⼈間と⾃然 】⾃然と環境

教養⼊⾨

初めて⼤学での教養教育を学ぶ学⽣を対象とし

て、教養とは何か、教養教育の意義、本学にお

ける教養教育の特徴などを講じ、受講⽣の動機

付けとマッピングを⾏う。

地域課題研究

地域社会と⼤学および⼤学⽣の役割についての

基本的な考え⽅を基礎に、地域で実践的に学

び、①地域課題を発⾒する⼒、②地域課題の解

決法について考える⼒を⾝につける。

【 ⼈間と知の伝達 】現代の思想

哲学概論

グローバリゼーションの進⾏の中で、国⺠国家

の規制が弱まり、さまざまなレベルで⾮政府組

織などによる国際的な連帯の輪が広がってゆく

ことが予想される⼀⽅でイデオロギーの対⽴に

代わって、⽂明の衝突が本格化するという考え

⽅がある。グローバリゼーション下での国際関

係や、⽂化の今後を総合的に論じる。

倫理学概論

家族関係や市⺠社会、国家のそれぞれのレベル

で⼈権の状況を確認しながら、あるべき家族関

係や市⺠関係、国家像を考察すると同時に、⽣

命倫理や環境倫理など新しい倫理を考える。

⽇本⼈と宗教

⽇本社会が伝統として培ってきた宗教の⽂化的

⼟壌を理解し、そこから宗教的な⾒⽅、考え⽅

を通して⼈間関係のあり⽅やその形成について

豊かな意味を獲得していくことを理解し、実践

していく態度を⾝につける。具体的には、⽇本

社会に広く展開した宗教（神道、仏教、キリス

ト教、儒教、⺠俗⾏事など）について、その実

践や⽂化的視点から、資料等を⽤いながら学

ぶ。

ジェンダー研究

ジェンダーは⼈種・⺠族・階級とともに、⼈間

の歴史的経験を作り上げる最も基本的な要素で

ある。この授業では社会・⽂化・政治・宗教・

教育において、ジェンダーがどのように作⽤し

てきたかを考察する。また、⼈間の差異によっ

て作りだされる⽀配関係を明らかにするジェン

ダーの視点を⽤いて今⽇的な課題を考える。こ

の講義により、ジェンダーに関する基本的な概

念を理解するとともに、ジェンダーの視点を⽤

いて歴史・⽂化・社会を理解する⼒を養うこと

を⽬標とする。

宗教学概論

宗教を正しく理解するための必要な基礎知識を

習得しながら、⼈間社会にとって宗教が果たす

重要な役割とその意義について考える。具体的

には、客観的で科学的な⽴場にたって、宗教の

歴史を概観し、有神論と無神論、創唱宗教と⾃

然宗教といった分類のしかたなどを考察する。

⼼理学概論

「こころ」は誰もが毎⽇働かせているものであ

り、社会においても「こころ」を抜きにして考

えることはできない。こうした⾝近な存在であ

るがゆえに、関⼼をもつ⼈は多いが、誤解され

ることや表層的な理解にとどまることも多いと

考えられる。そこでこの講義では、⾃然科学の

⼀種としての⼼理学の全体像を正確に学ぶこと

を⽬的とする。⽣理、知覚、認知、社会、教

育、発達、⼈格、臨床といった⼼理学の諸分野

にわたって広く概説し、⼼理学の基本的な知識

や、その考え⽅を⾝につけられるように進めて

いく。

【 ⼈間と知の伝達 】メディアと情報

⾔語コミュニケーション論

⽇本語と英語によるコミュニケーションの⽐較

を通して、その違いや特徴を学ぶ。コミュニケ

ーションとは何かという問題から始めて、⼈間

の⾔語の性質や機能、異⾔語間で意味がどのよ

うに伝達されるのかという問題を扱う。さら

に、⾔語コミュニケーションの⽐較を翻訳や通

訳という観点からも検討する。なお、⾔語によ

るコミュニケーションとの関わりにおいて、若

⼲、⾔語以外によるコミュニケーションにも触

キャリアコミュニケーション Ⅰ

「話す・聞く」技術を磨き、よいコミュニケー

ションのための話しことばの修得を⽬的とす

る。話しことばに⽋かせない⾳声表現の知識と

技術、⼈間関係を円滑にするための敬語表現の

スキル、パブリックスピーキングに必要な筋道

の⽴った話し⽅、正しい⽇本語の運⽤について

の知識等の修得を、講義とワーク、トレーニン

グにより⾝につける。

キャリアコミュニケーション Ⅱ

社会⼈基礎⼒（コミュニケーション能⼒）を体

得し、社会⼈としての準備を⾏う。適切なマナ

ーをもとに、⾃信を持って⾃⼰アピールできる

スキル、問題発⾒解決型⼈材を念頭においた社

会が求めるヒューマンスキルなどの獲得をめざ

す。授業では、円滑なコミュニケーションから

より有益な結果が⽣み出されることを理解し、

効果的な⾃⼰アピールの習得や基本的なビジネ



れ、⽇英語それぞれの⾔語コミュニケーション

の特質とどう関わるかも検討する。

スマナーのスキルをベースにしたコミュニケー

ション能⼒を⾼めるスキルを習得する。

現代のメディアと表現

今⽇、⽇本のメディア・コンテンツが世界的な

⽂化として⾼く評価されつつあることは⾔うま

でもない。その理由はいくつかあるが、もっと

も重要なのは、単なるサブ・カルチャーの域を

出て、現代⽂明に対する警鐘を鳴らすような、

知的⽔準の⾼い創作活動を実現しえていること

があげられる。その意味では、かつての純⽂学

とよく似た役割を、⽇本の映像メデイアは今や

担っている。このような観点に⽴って、⽇本の

映像⽂化、特にアニメーションを分析、評価す

るのがこの講義の⽬標である。特に宮崎駿の創

作活動に焦点を絞って、講義を進めていく。

情報社会論

授業では、情報の特性、現代社会における情報

の機能等について概説的な説明を⾏う。とくに

学⽣諸君にも密接な関連を持つ、個⼈情報の保

護に関わる問題、インターネットの発達とネッ

トリテラシー、マスメディアの発信する情報の

受け取り⽅に関するメディアリテラシーなどに

ついて解説する。

数学演習 Ⅰ

将来の仕事で必要とされる数学について基礎を

学ぶ。数と計算・図形の初歩から学び、さまざ

まな応⽤問題が解けるようにする。ピタゴラス

の定理と無理数、1次・連⽴・2次⽅程式、因

数分解、1次・2次関数とグラフなどを主なテ

ーマとする。

数学演習 Ⅱ

数学的思考、数理的思考を⾝につける。1次関

数、2次関数、関数とグラフ、図形と⽅程式、

図形の性質・⾯積（ヘロンの公式）などをテー

マとして、⽇常⽣活との接点を探りつつ、基本

的な概念、典型的な問題の解法、実⽣活への応

⽤を教授する。

情報処理演習 Ⅲ

企業の実務において、PCを使⽤したデータの

集計処理能⼒、業務データのグラフ分析やデー

タベース分析能⼒、またネットワークの利活⽤

による情報収集や情報発信の実務能⼒を養成す

るため、表計算ソフト「Microsoft Excel」を

使⽤し、簡潔で説得⼒のある質の⾼いビジネス

⽂書や業務⽬的に応じた適切な資料作成の習得

を図り、企業実務で通⽤する実践的な能⼒を⾝

に付ける。

情報処理演習 Ⅳ

社会全般の情報化が進み、道具であるパソコン

がより便利に、使いやすく進歩していく中で、

使い⼿である我々には、それらに関する知識だ

けでなく、情報そのものを使いこなすことが求

められている。本講義では、社会で求められて

いる情報活⽤の基礎⼒を体系化し、どうやって

効果的に情報を活⽤するかを学習する。⼀連の

情報プロセス（収集、分析、整理・保管、表

現、運⽤）の意味を理解し、データや情報を適

切に処理・活⽤できる⼒を⾝に付ける。

情報処理演習 Ⅴ

企業の実務において、PCを使⽤したビジネス

⽂書作成能⼒やネットワークの利活⽤による事

務能⼒や情報収集、発信能⼒が⼤変重要な能⼒

として求められており、この授業では、現在、

ワ ー プ ロ ソ フ ト 「 Microsoft Word 」 を 使 ⽤

し、簡潔で説得⼒のある質の⾼いビジネス⽂書

や業務⽬的に応じた適切な資料作成の習得を図

り、企業実務で通⽤する実践的な能⼒を⾝に付

ける。

情報処理演習 Ⅵ

ホームページは情報を発信するための1つの⼿

段となっているが、インターネットのホームペ

ージは、HTMLという⾔語により作成されてい

る。講義ではHTMLによりホームページを記述

する基礎技術とWebメディアのマルチメディア

表現の技術を修得する。HTMLによる「表現の

可能性」と「楽しさ、⾯⽩さ」を追求しながら

授業を進めていく。

【 ⼈間と⽂化 】外国語と⽂化理解

⽂化⼈類学

我々⼈類は、多様な⽣活習慣をもち、さまざま

な⽂化を形成している。⽂化⼈類学は⼈間の科

学といわれ、個別⽂化の調査・分析から⽂化の

普遍的な法則を⾒つけ出し、そこに表れる⼈間

⾏動の諸相を明らかにすることを⽬的としてい

る。本講義では、まず、⽂化⼈類学がどのよう

な学問なのかを理解することから始め、その研

究史、研究視⾓、調査⽅法について解説する。

芸術と⽂化

芸術（アーツ）と⽂化の関わりなどについて、

芸術の歴史や哲学、美術、⾳楽など総合芸術を

テーマとして学ぶ。また、美術や⾳楽、映像な

どの芸術を鑑賞し、現在さまざまに試みられて

いる芸術表現などを取り上げ、芸術による⽂化

発展の可能性や問題について考察する。

中国語 Ⅰ

中国語の発⾳と⽂法の基礎を⾝につけるため、

数字、⼈称代名詞、名詞、動詞の⽂、疑問⽂、

疑問詞、形容詞の⽂、助数詞、時間、年⽉⽇、

時刻、前置詞の表現などの各種の練習をする。



その上で、アジアのなかでも、ブータンを中⼼

に、そこに住む⼈々の⽣活観・価値観を学びな

がら、異⽂化に対する理解を深めていく。

中国語 Ⅱ

中国語のさまざまな基本短⽂を作ることができ

るように、変化、完了、進⾏、持続、経験を表

す表現、助動詞、補語、⽐較形、受⾝と使役な

どの表現⽅法を学ぶ。

中国語 Ⅲ

中国語の⻑い⽂章に慣れることを⽬的として、

⽂章を読み進める練習と、⼀字⼀句の意味をき

ちんと確認する⽅法を併⽤しながら、易しい⽂

章を⼤量に読むことによって、まず中国語に慣

れることをめざす。⽂章の内容は、⽇本や中国

の観光地、歴史的事件、⾷べ物、祝⽇などを題

材にする。

中国語 Ⅳ

基礎的な⽂法を踏まえて、聞き取りの練習、⾃

由表現の練習、対話の練習などを繰り返しなが

ら、中国語でのコミュニケーションができるこ

とをめざす。毎回の授業で、中国の⽂化、習

慣、⽣活、最新ニュースを紹介する。

韓国語 Ⅰ

初めて韓国語を学ぶ⼈のために、⽂字の仕組み

から親しんで、発⾳法則を理解するほか、挨拶

や正確な⽂章の読みなどを徹底的に学習する。

なお、韓国⽂化を理解してもらうために、韓国

⼈の⽣き⽅・歴史・社会・⽂化、特に⾷⽂化な

どにも触れる。

韓国語 Ⅱ

韓国の⽂字と発⾳をマスターした⼈が、次に進

む段階として、ここでは⽂法＋会話＋講読に重

点を置き、基礎⽂法と基礎会話⼒を固めると同

時に、簡単な読み書きができるように学習す

る。また、韓国の⽂化に関わるものを講読のテ

キストとし、韓国の⽂化に親しむ。

韓国語 Ⅲ

会話＋講読＋聴解⼒＋作⽂に重点を置く。韓国

語Ⅰ・Ⅱで学んだ⼒を⽣かして、表現⼒を増や

し、より⾃然な会話の習得をめざす。聴解⼒の

アップとあわせて、場⾯ごとに正確な会話がで

きるように進め、また⽇常よく使う表現を作⽂

できるように学習する。

韓国語 Ⅳ

韓国語だけで授業を⾏い、⾃由会話を中⼼に聴

解⼒をつけ、韓国の中学⽣以上の会話運⽤能⼒

をつけるために学習する。この授業では、⾃由

会話＋スピーチができることを⽬的とし、学⽣

たちによるスピーチと韓国映画鑑賞によってそ

の⼒を⾝につける。

フランス語 Ⅰ

フランス語の発⾳と、⽂法の重要な規則のう

ち、もっとも基礎的な部分を学び、それを⽤い

た短い⽂を聴き、話し、読み、書く⼒を修得す

る。

フランス語 Ⅱ

フランス語の発⾳、⽂法などの基礎知識を踏ま

えて、やや⾼度な⽂法事項を学び、それらを⽤

いた⽂を聴き、話し、読み、書く⼒を⾝につけ

る。

ドイツ語 Ⅰ

ドイツ語のもっとも基本的な規則（発⾳の仕⽅

と⽂法）を⼀つずつ学ぶ。できるだけ多く反復

練習（リーダーの講読、教科書の練習問題、そ

の規則を含む短い作⽂など）をとり⼊れ、⼀つ

ひとつの規則を確実に⾝につける。

ドイツ語 Ⅱ

ドイツ語Ⅰで学んだ規則をもとに、新たな規則

修得の段階に進む。ドイツ語Ⅰと同様に、リー

ダーの講読、練習問題、作⽂をできるだけ多く

とり⼊れ、規則を⼀つひとつ確実に⾝につける

ことを主眼とする。

【 ⼈間と⽂化 】歴史・⽂化

歴史学⼊⾨

歴史学の考え⽅を理解する。前半は、⽇本史分

野の教員が、後半は世界史分野の教員が担当

し、史料の持つ意味やその扱い⽅などの研究ス

キルと、多様な研究ジャンルの視点とメソッド

を紹介する。

京都講座 Ⅰ

テーマは「埋もれた京都の地下遺産を探る」で

ある。考古学的⼿法を⽤いて、本学の⾜下にあ

る京都の歴史遺産に焦点をあて、触れ、理解し

て、京都での学びをより深める視点を養う。条

坊制に基づく平安京、平安宮の遺跡と遺物、東

寺・⻄寺跡、羅城⾨と朱雀⼤路、平安京左京の

変遷、近世以降の平安京の様⼦を説明し、市街

地での観察⽅法を伝授する。

京都講座 Ⅱ

千年の古都である京都は、⽇本⽂化の源と⾔っ

てよい。しかし、学⽣がその魅⼒の源泉にふれ

る機会は少なく、観光企画や宣伝によって脚光

を浴びた表⾯的な知識しか得られないのが⼀般

である。そこで、この科⽬では、京都をより深

く知り、⽂化の伝統と現代のあり⽅について考

える機会をもつために、京都を舞台にした⽂学

やそれを成⽴させた歴史的背景を学ぶ。種々の

⽂学作品を通して、例えば葵祭の特質や往古の

⼈々の祭りに対する⼼情を想像し、六道の辻が

なぜ魔界とされているのかを知ることができ



る。そこから、観光のあり⽅や伝統の継承とい

った、現代的な問題意識も育みたい。

京都の歴史・⽂化 Ⅰ

京の都は、中国・唐の都城にならって建設され

たが、都への軍団の駐屯は視野に⼊れずに計画

された都市であった。⽂字通り、「平安京」の

名が相応しい都−京都で繰り広げられた歴史

と、その歴史の展開のなかで残された歴史遺産

はどのようなものであったのか、古代から幕末

までの都の様相の変遷とその要因を、主として

政治史・経済史・都市史・⺠衆史・⼥性史の観

点から捉え直してみる。

京都の歴史・⽂化 Ⅱ

この授業は、京都橘⼤学と総本⼭醍醐寺の学術

交流協定に基づく授業である。京都の⽂化財に

ついて、現代にまで伝わる⽂化財、信仰⾏事等

を通じて学ぶ。また、醍醐寺に残る⽂化財、信

仰⾏事に接する機会を設け、⽇本⽂化について

考察を進める。

⽂学と京都

京都を舞台とした近代⽂学の⼩説作品を読む。

⼩説の読解⼒・鑑賞⼒を養うとともに、京都の

歴史・⾵⼟にも触れて⾏きたい。京都の⼤学で

学ぶ学⽣として興味・知的関⼼を深めることを

⽬標とする。

【 ⼈間と社会 】法律・⾏政・政治



⽇本国憲法

⽇常⽣活の中で⾒え隠れする様々な社会的な問

題を考え、対処をするために必要な、⽇本国憲

法に表された基本的な思考を⾝につける。ま

た、これを理解するために必要な基本的知識を

⾝につけることを⽬標とする。授業では、⽇本

国憲法の思想や実践を⾝につけるために、基本

的な事柄をできる限り分かりやすく解説してい

く。

法学概論 Ⅰ

法学概論Ⅰでは、国家の統治組織や作⽤、⾏政

権の主体と個⼈との関係等について学ぶ。主に

憲法を中⼼として進めていき、国⺠の権利・⾃

由に関する基本的⼈権論や、権⼒分⽴・国家⾏

政組織・地⽅⾃治といった統治機構の諸制度を

範囲とするが、重要事項の理解を深めるため

に、関連のある諸法にも触れていく。本講義で

は、各講において具体的な事例を⽤いた設問を

挙げ、そこで論点となるテーマに関する判例・

学説を理解する。また、各制度のあり⽅につい

て考察し、憲法の基本理念や⼀般理論を修得す

る。

法学概論 Ⅱ

法学概論Ⅱでは、私法全体の理解を⽬的として

おり、主に⺠法と商法を中⼼に進めていく。本

講義では、契約、住まい、家族⽣活、事故の遭

遇などのさまざまな場⾯において、私法との有

機的な関連を可能な限り明らかにし、各制度の

正確な位置づけを図る。各テーマの理解を深め

るために、借地借家法、製造物責任法、⺠事訴

訟法といった特別法も、適宜に範囲に含める。

また、具体的な事例を提⽰して、その解決を念

頭に置きながら重要な事項について説明するこ

とで、初歩的な応⽤⼒を⾝につける。

政治学概論 Ⅰ

政治学への⼊⼝として、政治についての意識形

成、政治についての基礎知識、政治学を学問と

してとらえる⼒を⾝につけることを⽬的とす

る。授業では、権⼒、デモクラシー、政治シス

テムと政治過程、地⽅⾃治、国際政治、宗教と

政治、官僚制などを概観し、基礎的知識を獲得

する。そのため、テキストを活⽤しつつ現代⽇

本の政治現象を⾝近に感じられるように、時事

問題を政治学的に考察するヒントを提⽰すると

ともに、テレビを中⼼とするマスコミ以外によ

って、政治に関する情報・⾔説を知るソーシャ

ルメディア利⽤法などにも⾔及する。

政治学概論 Ⅱ

具体的な政治家・政治現象の事例（例えば、

「⼤平正芳」など）から、戦後の⽇本政治を政

治過程論として概観し、さまざまな政治家が活

躍する舞台を具象的に再現できるようにする。

さらに、⽇本における政府の仕組み、とりわけ

政党と官僚との関係を知り、政治家・政治過程

の実際について⾃分で考え、論評できるように

なることを⽬標とする。具体的には、新⾃由主

義と社会⺠主主義、内政と外交、族議員と派

閥、政権交代と派閥抗争、消費税と⾚字国債な

どについて考察するとともに、映画で政治家は

いかに描かれてきたかなどメディアと政治の関

係にも⾔及する。

⺠法

⺠法は、私法分野の基本法であり、市⺠の社会

⽣活そのものを広範に対象とする学問である。

本講義では、⺠法の基本構造を明らかにし、主

要な法原則、法制度、法概念を理解するととも

に、その基礎的知識を獲得することを⽬的とし

ている。また、具体的な事例や裁判例を⽤いな

がら、⺠法が⽇常⽣活にどのように関連してい

るのかを明らかにすることで、法的な問題発⾒

能⼒、問題処理能⼒を養い、法の⽣きた理解を

可能にする。特に、財産法の分野の解説に重点

を置くが、家族法の分野についても⼀通り概観

しておく。

⾏政学

⾏政システムについて、府省庁組織や中央地⽅

関係、政府と市場、組織と管理などのテーマか

ら⾏政システムの活動とその結果の全体をとら

える。省庁再編・政策評価の導⼊や地⽅分権改

⾰などにも触れる。

⼈権と教育

今⽇、⼦どもや⼥性、障害者問題、部落問題、

など、多様な⼈権問題が指摘されているが、相

互の関係性も含めてそもそも⼈権問題とは何

か、その基本的認識についての理解をはかり、

これからの⼈権教育のあり⽅について考える。

国際関係⼊⾨

グローバル化の進む現代世界はどのように形成

されたのか。⽇本はどのような影響を受けてき

たのか。国際関係論の基礎を、ニュースなどで

最近話題になっていることを題材にしながら

様々な側⾯から考察する。受講⽣が、基礎知識

を習得するとともに、⾃分のこととして国際関

係に関⼼を持ち、考える習慣を⾝につけること

を⽬的とする。

【 ⼈間と社会 】経済・経営・社会

くらしと経済

わたしたちのくらしの物質的な基盤となるのが

経済である。この経済のくらしへの影響は時と

ともにますます⼤きくなっている。したがっ

て、経済を理解することは現代社会に暮らすす

べての⼈間にとって必要なことである。この科

⽬では、市場と価格メカニズム、政府の役割、

経済成⻑、経済発展、⾦融システム、雇⽤シス

テム、国際収⽀、為替相場などの、経済を理解

するための基本概念を、⾝近な事例を⽤いて説

福祉とボランティア

社会学の⼀分野としての社会福祉について、そ

の歴史を確認し、「福祉」「ボランティア」につ

いて基本的な考え⽅と知識を学ぶ。また、住⺠

参加やボランティアの諸形態とその意義・限界

を学ぶ。教職の基本である＜⼈間の尊厳＞への

気づきと理解を深める。福祉制度への理解を深

める中で、ひとりひとりがどのように共⽣社会

づくりに関われるかを考える。教職免許取得に

社会学概論 Ⅰ

社会学概論Ⅰでは、⾃我、家族、コミュニテ

ィ、階級・階層、国⺠国家、グローバル化、情

報化など社会学の基本概念の理解を通じて、現

代の⽇常⽣活を社会学的に理解する⽅法の修得

をめざす。社会学を学習する上での困難のひと

つは、社会が空気のような当たり前の存在に思

われがちな点にあるが、この授業では、社会の

歴史的な形成を明らかにすると同時に、社会の

⾃明性や秩序を守るために私たちには何が求め



明することによって、わたしたちの⽇常のくら

しをとりまく経済現象について学ばせる。

必要な「介護等体験」の事前必修科⽬としても

位置づけられている。

られているのか、という問題意識を⾝につける

ことも⽬標になる。

社会学概論 Ⅱ

社会学概論Ⅱでは、社会学概論Ⅰでの基本概念

の理解を踏まえ、近年社会学の研究対象として

定着した中・後期親⼦関係、教育システム、親

密性、記憶、情報技術などのテーマについて、

それぞれの研究分野の第⼀⼈者によるテキスト

の読解を通じて、社会学的想像⼒の定着をめざ

す。

時事問題研究

受講⽣が問題意識をもち、リサーチし、発表

し、討議するという⽅式で⾏う。担当教員によ

る講義、説明もあるが、基本は受講⽣の問題意

識に基づく集団的討議により授業が進められ

る。時事問題への深い理解が得られることが授

業の主たる⽬標だが、同時にリサーチの⽅法、

プレゼンテーションの⽅法を⾝につけることも

また⼤切な⽬標とする。

【 ⼈間と⾃然 】健康・こころ・からだ

健康に⽣きる Ⅰ

健康とは何かを学び、⼤学⽣活およびその後の

⽣活を健康で過ごすための⽅法を学ぶ。

健康に⽣きる Ⅱ

健康を⾷⽣活の視点から学び、⾷⽣活の⾃⼰管

理能⼒を⾼める。健康と栄養の関連を理解する

とともに、⾷の安全性を理解し、健康増進に役

⽴て、健康的な⾷⽣活を志向する。

健康に⽣きる Ⅲ

個⼈の「健康」について精神的な側⾯（メンタ

ルヘルス）を中⼼に学ぶ。⼼理学や医療⾏動科

学の分野で研究されているさまざまなメンタル

ヘルスの理論や、その歴史的な発展について講

義し、現代⼈が健康に⽣活する上でのメンタル

ヘルスの重要性の理解を促す。健康に関する精

神的側⾯を主軸としながら、個⼈の⼼理社会⽣

物学的な健康を包括的に理解する。さらに、メ

ンタルヘルスの維持増進や予防に役⽴つとされ

るさまざまな理論・技法についても概観する。

また、メンタルヘルスが個⼈の全般的な健康に

資する役割についても⾔及する。

体育理論

体育科教育の概要とスポーツ⽂化の継承・発展

を考えるため、体育科教育の概要を理解すると

ともに、体育やスポーツについて、⽂化的、社

会的、歴史的側⾯の理解を深める。これらを踏

まえ、体育やスポーツについて理解する⼒、仲

間と共に考える⼒、創造する⼒を⾝につけるこ

とを⽬標とする。

スポーツコース Ⅰ

ソフトバレーボールと6⼈制バレーボールを教

材として基礎体⼒と技術のスキルアップを図

り、またスポーツの必要性を学び、⾃⼰の健康

管理や怪我なく楽しく運動するために最も必要

なルールやマナーを⾝につける。同時にグルー

プ（チーム）を通し、コミュニケーション・ス

キルの向上を図る。

スポーツコース Ⅱ

Ⅰに引き続き、ソフトバレーボールと6⼈制バ

レーボールを教材として、さらに基礎体⼒と技

術のスキルアップを図る。またあわせて、スポ

ーツの必要性を学び、⾃⼰の健康管理や怪我な

く楽しく運動するために最も必要なルールやマ

ナーを⾝につける。同時にグループ（チーム）

を通し、コミュニケーション・スキルの向上を

図る。

スポーツコース Ⅲ

⽣涯スポーツの必要性を学び、スポーツの実践

をとおして、⾃⼰の健康管理ができる基礎能⼒

を養う。特にレクリエーションスポーツを中⼼

に楽しく運動することができる習慣と能⼒を⾝

につける。バレーボール、バスケットボール両

種⽬の基本的な技術や知識を学習するととも

に、全体での基礎練習から始め、グループ単位

での練習を⾏い、リーグ戦形式でゲームを楽し

む。

スポーツコース Ⅳ

⽣涯スポーツの必要性を学び、スポーツの実践

をとおして、⾃⼰の健康管理ができる基礎能⼒

を養う。特にレクリエーションスポーツを中⼼

に楽しく運動することができる習慣と能⼒を⾝

につける。バドミントンと卓球の基本的な技術

練習とルールの理解から始め、シングルスおよ

びダブルスでのリーグ戦形式でのゲームを中⼼

に⾏う。

【 ⼈間と⾃然 】⾃然と環境



地球⽣命論

地球の誕⽣から現在に⾄るまでの地球と⽣物の

歴史を学ぶ。その中でも特に、⼈類が進化・発

展してきた第四紀と呼ぶ現代社会と密接に関係

する時代を、⼈類の諸特徴とともに、氷河の消

⻑、海⽔準変動、植⽣変遷などの古地理に係る

変遷、および⽣物地理と⼈類の拡散などの事象

を通して理解する。これらは地層そのものと地

層中に含まれる化⽯や考古遺物などの証拠に基

づくものであるから、層序と対⽐、地質学・堆

積学の諸法則、化⽯の⼆⾯性、堆積と浸⾷、堆

積構造と変形構造、⼟壌層位、遺構⾯と遺構埋

⼟の特徴などの地層学の基礎事項の理解を図る

とともに、現代⽣活にも係る⽕⼭噴⽕や地震な

どの地盤災害の事例と、その原因も合わせて概

観する。

地球環境論

環境問題は、今や誰にとっても避けて通ること

のできない重要な課題である。この授業は、環

境問題を、⾃然科学的アプローチ、社会科学的

アプローチ、哲学的アプローチを総合的に駆使

しつつ考察する。環境問題の複雑さ、議論の道

筋、論点などをわかりやすく講義する。

エコロジー研究

環境問題は、戦争と平和の問題とともに現代に

⽣きるものにとって避けて通ることのできない

問題である。この授業では、「エコロジー」を

キーワードとして、環境問題を考える。とく

に、学⽣⼀⼈⼀⼈の経験に即して、環境問題を

考える視点を吟味し、政策的な課題と「草の

根」でできる取り組みとを統合的に理解できる

⼒を育てる。先⼈たちの環境を守る取り組みに

ついて学ぶとともに、学⽣としてできることを

も考える機会としたい。

⾃然の探求

この授業では、①⾝の回りの⾃然を丁寧に観察

し、それらを具体的に認識すること、②⾃然界

を構成する地圏・⽔圏・気圏・⽣物圏の基本的

な仕組みを理解することを通じて、③「わたし

たちにとって⾃然とは何か」「⾃然にはどのよ

うな価値があるのか」、各⾃が論考することを

⽬指す。

地理学概論

地理学は⼤きく地誌学と系統地理学に分類され

るが、ここでは系統地理学を扱う。系統地理学

は、地球表⾯における⾃然現象を地域的な観点

から究明する「⾃然地理学」と、地表上の⼈⽂

現象（⼈⼝・集落・産業・交通・⽂化など）を

地域特性の構成要素として考察する「⼈⽂地理

学」に⼤別されており、その両⽅について概観

する。

⽣活の中の数学

⽇常⽣活や仕事でさまざまな問題、さらに環境

などの社会的課題を考える上で、数学は⽋かせ

ない。この授業では、将来、市⺠として的確な

判断を下すために役に⽴つ数学的考え⽅や概念

を、現実の課題を考えるなかで学習する。扱う

のは、経済や環境を考える上で重要な指数・対

数、刻々と変化する様⼦から全体を知るための

差分や微積分、社会の集団現象を分析するため

の統計や確率などである。授業では、これらの

数学の必要性を理解・学修することを⽬標とす

る。

物理学基礎

物理学は、科学技術のベースとなる重要な分野

であり、さまざまな⾃然現象を考えるうえで基

礎的な学問となる。本科⽬では、⼒学や電磁気

学、光の⼲渉・回折などの基本的な原理につい

て正しい理解を得るとともに、⽇常的に⽬にす

る現象を物理学的に理解し説明する⼒を⾝につ

ける。また、物理学が⾝近なものに応⽤されて

いることを理解し、物理学の原理とその意義に

ついて⾒識を深める。例えば、⾝近な家庭⽤機

器や医療機器（電⼦レンジ、健康維持器具、

AED、MRI等）などに応⽤されている電磁気現

象の原理などを理解する。

化学基礎

⽣活の中にある物質や現象を、化学的なものの

⾒⽅や考え⽅で捉え、理解できるように基礎概

念を解説する。原⼦の構造と結合、分⼦の形、

物質の形態、溶液、化学反応などについて正し

い理解を得るとともに、⽇常的に⽬にする物質

や現象および、化学が⾝近に応⽤されているこ

とを理解し説明する⼒を⾝につける。例えば、

⽇常⽣活に関わる化学物質、例えば⽯油や原⼦

⼒などのエネルギー源、⾦属やプラスチックな

どの材料、薬品、医療品などについて触れ、応

⽤されている原理とその意義を理解する。

⽣物学基礎

⽣物学の中でも主にヒトに焦点を当てた⽣命科

学、および関連する諸問題について概説する。

⽣命現象を理解するために、細胞の構造と役

割、細胞を構成する物質、エネルギー、遺伝

学、DNA、発⽣と⽼化、脳の構造などから、

⾷と健康、がん、感染と免疫などについても解

説し、正しい理解を促進する。さらに、⽣命現

象の科学的な解析、解明が急速に進展する現代

において、⽣物学的な諸問題を正しく理解する

ため、遺伝⼦組換⽣物や再⽣医療、⽣態系と環

境問題までの最新のトピックを交えて解説す

る。

3. キャリア教育科⽬群

キャリアデザイン⼊⾨ キャリア開発講座 Ⅰ キャリア開発講座 Ⅱ



受講者が⾃分のキャリアを、⾃ら⽅向付けるこ

とができる「基礎・基盤作り」をテーマとす

る。「⾃⼰発⾒」を通して⾃分の可能性を広げ

るとともに、「働くことの意義」を考え、将来

に向けての「キャリア・デザイン」を描ける⼒

を⾝につけることを⽬標とする。授業では、過

去の⾃分を振り返り、⾃分の強み、価値観など

をワークシートを使って⾃⼰分析を⾏うと共

に、「働く事の意味」を考える。

21世紀の企業と経営に求められる⼈材をテー

マに、⼈材開発や流通業、サービス業、製造業

などの業界および具体的な企業とその経営に関

する実態認識を深めるとともに、受講⽣各⾃の

キャリア形成について考えるきっかけを得る。

⼤学⽣活でも就職採⽤試験でも、そして社会に

出てからも必要となる⼀般社会常識を学ぶ。コ

ミュニケーション能⼒の前提となる⼀般社会常

識を学び、就職筆記試験対策だけでなく社会に

順応できる⼒の養成を⽬指す。国語や数学に関

する基礎内容を丁寧な解説で習得することを⽬

指す。

キャリア開発講座 Ⅲ

Ⅱを発展させ、⼤学⽣活でも就職採⽤試験で

も、そして社会に出てからも必要となる知識を

⾝につける。⾔語分野、⾮⾔語分野に関する内

容についてわかりやすい講義を実施し、基礎⼒

を⾝につけさせるとともに、⾝につけた知識を

応⽤できる⼒を養成する。

キャリア開発講座 Ⅳ

キャリア開発講座 Ⅰから継続して、21世紀の

企業と経営に求められる⼈材をテーマに、Ⅰで

取り上げなかった業界および企業とその経営に

関する実態認識を深めるとともに、受講⽣各⾃

のキャリア形成について考える。

キャリア開発演習 Ⅰ

公務員の仕事や現状を知り、職業観を育成す

る。授業では、地域政策を担う地⽅公共団体の

仕組みと現状を学び、地⽅公務員が担う地⽅⾏

政の特質と機能を⾃らが働くことを想定しつ

つ、具体的に理解する。また、警察官・消防官

など公安職の公務員の仕事と求められる専⾨知

識を理解するため、各職種に関する講義やゲス

トスピーカーによる講演を通して学ぶ。

キャリア開発演習 Ⅱ

キャリア開発講座Ⅲをさらに発展させ、⼤学⽣

活でも就職採⽤試験でも、そして社会に出てか

らも必要となる知識を⾝につける。特に⾮⾔語

分野に関する応⽤⼒を確実に⾝につけることを

⽬的に、演習形式で学ぶ。

キャリア開発演習 Ⅲ

企業組織についての知識を広めより深く理解

し、働くことに興味関⼼を持つことを最終⽬標

とする。授業では、企業で、実際に⾏われてい

る仕事がどのようなものかを理解しながら、興

味を感じる仕事や企業について考える。また、

企業が求める⼈材とはどのような⼈材かなどを

理解する。

キャリア開発演習 Ⅳ

国際社会の中の⽇本や企業のグローバル化をテ

ーマにキャリア開発を⾏う。授業では、国際

化・グローバル化の中で⽇本が抱える政治的経

済的課題や、グローバル企業や東証⼀部上場企

業などの現状とグローバル化しつつある企業や

経済社会について理解を深める。グルーブ学習

やワークショップ型の⽅法で⾏い、必要に応

じ、ゲスト講師による講演なども実施する。

キャリア開発研究 Ⅰ

業界の現状と将来について事例を交えながら学

ぶ。また、職種について、⺠間企業と公務員の

仕事の違いや企業の仕組みを具体的な事例で学

ぶ。さらに、働くために⾃覚しておかねばなら

ないこと、その仕事をするために求められる

「基礎能⼒」とその仕事を通じて得られる「専

⾨能⼒」や「楽しみ」を具体的に理解する。

キャリア開発研究 Ⅱ

経済のグローバル化、グローバルビジネスの動

向について講義で概観したあと、いくつかのグ

ループによる調査研究チームを編成して、グル

ープごとにテーマを決めて調査研究を⾏い、そ

れぞれの調査研究の成果の発表と討論を⾏う。

またその後、個⼈による調査研究および発表と

討論を実施する。実際にグローバル企業で活躍

するビジネスマン等に、その豊かな経験を聴く

機会も設ける。

キャリア開発研究 Ⅲ

キャリア開発の⾃主トレーニング⽅法を学び、

実践する。⺠間企業と公務員試験（地⽅上級、

市役所、警察）の勉強に対応し、⾃⼰分析シー

トの作成や筆記試験対策、企業社会を理解する

ための経済紙の正しい活⽤法などについて演習

形式で学ぶ。

キャリア開発研究 Ⅳ

⺠間企業と公務員試験突破をめざした学習を通

じて、20年後の⾃分のキャリアイメージを確

⽴することを⽬標とする。グループ討論、数学

的思考、企業・業種分析、⽂章理解、マクロ経

済学、スケジュール管理とストレス管理など、

さまざまなテーマを組み合わせた演習形式の授

業を実施する。

キャリア開発研究 Ⅴ

「起業すること」を想定して、それに必要な知

識、考え⽅を習得する。受講⽣ごとに、現実

の、または想定上の起業案件に、アイデアから

起業に⾄る諸問題について、学習と演習を通し

て理解・習得するとともに、実践的なビジネ

ス・プランを策定・提出する。

キャリア開発研究 Ⅵ

世の中の動きに関⼼を持ち、時事問題の理解を

深めることをテーマとして、時事問題を理解す

るために必要な基礎知識を⾝につけ、主体的に

世の中の現状を考える⼒を育成する。公務員採

⽤試験に出題されそうな時事問題を中⼼に、そ

の問題の背景を解説する。また、各⾃で時事問

題についての事前学習をし、その時事問題を題

材に集団討論・⼩論⽂・⾯接の演習を⾏う。



インターンシップA（ビジネス）

企業における就業体験や学習を通して、社会と

交流し、社会や企業の実情を知り、仕事に対す

る関⼼や学習する意欲を⾼める。また将来、就

職した際に必要となるビジネスマナーや職業意

識を⾝につける。このような経験を通して、職

業⼈として必要な基礎能⼒や働く意識を培う。

この授業では主に企業を対象とする。

インターンシップB（図書館司書）

主に図書館における就業体験や学習を通して、

社会と交流し、社会や企業の実情を知り、仕事

に対する関⼼や学習する意欲を⾼める。また将

来、就職した際に必要となるビジネスマナーや

職業意識を⾝につける。このような経験を通し

て、職業⼈として必要な基礎能⼒や働く意識を

培う。

インターンシップＣ（⾏政）

主に⾃治体などの⾏政機関における就業体験や

学習を通して、社会と交流し、社会や企業の実

情を知り、仕事に対する関⼼や学習する意欲を

⾼める。また将来、就職した際に必要となるビ

ジネスマナーや職業意識を⾝につける。このよ

うな経験を通して、職業⼈として必要な基礎能

⼒や働く意識を培う。

インターンシップＤ（NGO・NPO）

主にNGO、NPOなどの⾮営利組織における就

業体験や学習を通して、社会と交流し、社会や

企業の実情を知り、仕事に対する関⼼や学習す

る意欲を⾼める。また将来、就職した際に必要

となるビジネスマナーや職業意識を⾝につけ

る。このような経験を通して、職業⼈として必

要な基礎能⼒や働く意識を培う。

よそおいの⼼理学

⼈間の外⾒と⼼の関係を探究することをテーマ

とする。社会⼼理学・感情⼼理学の分野から始

まった「化粧の⼼理的効果」の研究は、粧うこ

とによって快感情・⾼揚感をもたらし、積極的

な対他者⾏動を促すことによって、コミュニケ

ーションを活性化することを実証し、化粧が⼼

の健康に貢献していることを⾒いだした。ま

た、この化粧の効⽤は、医療や福祉の現場で効

果をあげており、臨床⼼理学的な考察も試みら

れている。本講義では、基礎的な研究を概説

し、さらにさまざまな臨床的実践活動について

紹介する。

産業⼼理学

⾼度に発達し複雑化・巨⼤化した現代の産業社

会を構成している基本単位はいうまでもなく

「個々の⼈間」であり、産業活動の効率化や、

そこで⽣じるさまざまな問題の解決をはかるた

めには、⼈間の⾏動や⼼理についての中⽴的で

客観的な理解が⽋かせない。⼼理学の応⽤分野

である産業⼼理学はこのような課題を達成する

ための研究分野である。産業場⾯に関わる⼈間

の⾏動を「⽣産者としての⾏動」と「消費者と

しての⾏動」という2つの側⾯からとらえたう

えで考察を⾏う。

広告と消費の⼼理学

私たちは⽇々、多くの広告に接触しながら⽣活

している。本講では、⼼理学や⾏動科学の研究

成果を中⼼に、これら広告の⼼理・社会的機能

を学習し、広告の送り⼿・受け⼿の双⽅の視点

から種々のトピックについて論考していく。加

えて、広告を通して⼈間（消費者）理解を深め

ることによって、さまざまなマーケティング戦

略について議論していく。

教職・保育職教養講義 Ⅰ

これからの教職を志す者は、今⽇の学校教育に

おける、具体的な課題を主体的に考察し、認識

を深める資質・能⼒を⾝につける必要がある。

そのために、この授業では、現在の学校教育を

めぐる基本的課題を取り上げ、多⾓的・複眼的

に考察し、学校教育の現状についての認識・理

解を深め、実践的な課題克服の⽅途を主体的に

考える⼒を⾝につける。

教職・保育職教養講義 Ⅱ

学習指導要領における「⽣きる⼒」という概念

は、知識基盤社会の時代においてますます重要

となっていることから、これを継承し、「⽣き

る⼒」を⽀える「確かな学⼒」「豊かな⼼」「健

やかな体」の調和のとれた育成が重視されてい

る。これからの教職を志望する者は、教員採⽤

試験のために、学習指導要領の改善点を単に暗

記するだけではなく、改訂の趣旨及び背景（例

えば、教育基本法の改正、学校教育法の改正な

ど）も含めて理解し、教師としての実践⼒とし

て⾝につけることが⼤切である。また、将来教

師として採⽤された後も、学習指導要領をはじ

め、国レベルで出される答申や通知、報告等を

歴史的視点で継続的に理解し、時代の変化に対

応できる資質・能⼒を⾝につけることを⽬標と

する。

教職・保育職教養講義 Ⅲ

中央教育審議会答申は、教育の専⾨家としての

確かな⼒量を具体的に「⼦ども理解⼒」「児

童・⽣徒指導⼒」「集団指導の⼒」「学級づくり

の⼒」「学習指導・授業づくりの⼒」「教材解釈

の⼒」などを掲げている。この授業では、これ

らの知識や技能を⾝につけることはもちろんの

こと、これらに加えて客観的論理に基づいた⾃

⼰の考え⽅や、その論理から導き出された具体

教職・保育職教養講義 Ⅳ

学校の教育活動は、PDCAという教育サイクル

がスパイラルに繰り返されながら、⽣徒のより

よい成⻑を願った指導が展開される。授業は、

⽣徒の実態を踏まえ、学習指導要領に⽰される

基本⽅針や授業時間数、各教科等の⽬標・内容

等を計画的に実施されることについて理解す

る。また、各教科等の内容・⽬標等及び教科等

の系統性を理解し、学習指導案作成の基礎を⾝

教育原論

教育とは何か、何をもって教育（制度）と呼ぶ

のか等、まず教育に関する基本的な概念の検討

を⾏う。続いて、⻄欧諸国における教育思想の

発展および近代学校制度の成⽴と発展につい

て、そして明治期以降のわが国における教育制

度の発展について概説し、教育史に関する基本

的な事項の理解をめざす。最後にまとめとし



的な教育実践について、発信できる資質や能⼒

を⾝につけることを⽬標とする。

につける。⼀⽅、教育評価の結果によって今後

の指導を改善し、さらに新しい指導の成果を再

度評価するという、指導に⽣かす教育評価の基

礎的・基本的な知識・技能を⾝につける。

て、現代⽇本の教育課題について総合的な観点

から考察を⾏う。

教職⼊⾨

教育とは何か、学校とは何か、教科指導の在り

⽅、教員の果たす役割とその意義はどこにある

かを、教員の体験や視聴覚資料から学ぶ。ま

た、学級活動や総合的な学習の時間や特別の教

科である道徳科など、最近の教育動向について

学ぶ。最後に学校教育を⽀える教育⾏政の役割

を中⼼に、教員の研修と服務について学ぶ。

教育制度論

現代の学校教育に関する制度的事項について、

基礎的な知識を⾝に付けるとともに、それらに

関連する課題を理解する。教育制度は、教育に

関する法規に基づき成⽴し、その背景の思想が

制度を歴史的・社会的に成⽴させる。⽇本にお

ける教育制度の変遷を学習するとともに、それ

らを構成する制度の仕組みの展開や問題を検討

する。また、学校と地域との連携に関する理解

及び学校安全への対応に関する基礎的知識も学

習する。

教育⼼理学

⼦どもの指導、援助に関わる上で必要な発達や

学習、パーソナリティーなどの教育⼼理学の知

識について学び、具体的な指導場⾯に即した教

育⼼理学の知識や考え⽅、技術の習得を⽬指し

て授業を⾏う。対象である⼦どもの発達的特徴

を絶えず念頭において、指導や援助の問題を考

える。

特別⽀援教育論

特別⽀援教育の制度と対象を理解する。また、

教育の場や形態の違い（通常の学級、通級によ

る指導、特別⽀援学級、特別⽀援学校）によっ

て教育課程や教育⽅法が異なることを知り、適

切な⽀援を継続的に提供するために、⼀⼈ひと

りのニーズに即した個別の指導計画や個別の教

育⽀援計画が果たす役割を理解する。さらに、

異なる学校間や関係機関との連携を実現するた

めの仕組みについて考える。

教育課程論

教育課程の意義、果たす役割、および、教育課

程に関わる基本的な概念について理解し、教育

課程編成、授業づくりに関わる基礎的知識を⾝

につけるとともに、授業づくりやカリキュラ

ム・マネジメントのために必要な⼒量の基礎を

養う。

道徳教育の理論と⽅法

学校教育を通して、⾃然と社会性と道徳性をど

う⾝につけていくのかという課題に対して、歴

史的及び理論的な視点から考察する。さらにそ

うした考察・探求を、具体的な道徳教育（授

業）の実践例の分析を通じて深めていく。終末

は道徳授業の構想づくりから授業プランづくり

までできる⼒量を習得できるような実践的な授

業になる。

総合的な学習の時間の指導法

中学校⾼等学校における総合的な学習の時間の

実施にあたって、その全体的な計画の⽴案、年

間指導計画の⽴案、単元計画の⽴案、その実

施、実施後の評価等のあり⽅について学ぶ。 

それらに基づいて、実際に総合的な学習の時間

の授業を計画⽴案の具体例についても学ぶこと

を通じて総合的な学習の指導法について⼒量を

獲得していく。

特別活動論

特別活動の意義や役割を理解し、その内容の具

体的な活動事例を通して⽣徒の⾃主的、⾃律的

な態度を育成する指導のあり⽅を学ぶ。講義の

ほかレポート作成、⼩集団討議を取り⼊れ、将

来学校現場において役⽴つような具体的・実践

的な内容とする。

教育⽅法論

これからの社会を担う⼦どもたちに求められる

資質と能⼒を育成するための教育⽅法と基礎的

授業技術を習得するとともに学習指導要領に⽰

される内容を正確に理解するための知識を⾝に

つける。具体的には「教育⽬標」「教育内容」

「教材」「教具」「教授⾏為」「理解構造」等の

概念を⽤いて、ある授業を分析・診断でき、同

時に学習指導要領に即した情報機器の活⽤を含

む授業改善のための処⽅的知⾒を得られるよう

になる。

⽣徒・進路指導

⽣徒指導の意義と必要性、⽣徒指導の領域と内

容、⽣徒指導の組織と年間計画など概念上の理

解を深めた上で、⽣徒指導の今⽇的課題に気づ

き学校現場での具体的な⽣徒指導事例を分析で

きるようになる。また、キャリア教育の理念や

キャリア発達の指標を理解した上で、中等教育

段階でのキャリア教育のあり⽅を具体的に説明

できるようになる。

教育相談

教育相談は、「児童⽣徒それぞれの発達に即し

て、好ましい⼈間関係を育て、⽣活によく適応

させ、⾃⼰理解を深めさせ、⼈格の成⻑への援

助を図るもの」とされている。この授業では、

教育相談に必要な知識について学ぶとともに、

教師に求められるカウンセリングマインドの実

践⼒を⾝につけていただくことを⽬標とし、中

等教育の現場で出会う⽣徒の問題についてよく

教職実践演習（中等）

4年間の教職科⽬を通した学びと教育実習等で

得られた教科指導⼒や⽣徒指導⼒の実践との統

合を図る。（1）使命感や責任感、教育的愛情

（①学校教育を取り巻く社会と環境、②教員の

責務）、（2）教科内容等の指導⼒、（3）⽣徒理

解や学級経営（①学級経営、②⽣徒指導）、（4）

社会性や対⼈関係能⼒（①学校における個⼈の

役割、②地域・保護者との関係）の4つの視点

に基づいて、4年間の学びと到達状況を振り返



知り、⽣徒とその保護者への⽀援のありかたに

ついて考えを深め、実践⼒を⾝につけていく。

り、使命感や責任感に裏打ちされた確かな実践

的指導⼒を有する教員としての資質を構築す

る。

学校等体験活動

学校における教育活動や学校⾏事、部活動、学

校事務などの学校における活動全般について、

⽀援や補助業務を⾏うことにより、学校におけ

る教育活動や⼦どもへの理解と関⼼を⾼め、さ

らなる教職への意欲を⾼めるとともに、今後の

⼤学での学修を充実させる。

英語科教育法 Ⅰ

歴史的に試⾏錯誤されてきた外国語教授法の流

れを概観し、それぞれの教授法が基づいている

⾔語習得のメ⼒ニズムを理解する。実際にそれ

ぞれの教授法を基にした模擬授業を通して、実

際の英語教育において、学習指導要領がめざす

英語⼒育成の学習活動にそのメ⼒ニズムをどの

ように応⽤・活⽤するのかを探る。

英語科教育法 Ⅱ

学習指導要領の改訂を踏まえ、コミュニケーシ

ョン能⼒育成のための4領域の指導はどうある

べきか、学習者の語彙⼒、⽂法⼒をどう捉える

かなど英語を指導する際に必要な実践的な指導

理論を学ぶ。また、実践的な指導技術の向上を

図るため、教材研究、英語授業の構造、指導案

の作り⽅、⽂法項⽬の導⼊、発問・指⽰の仕

⽅、チームティーチング、⾔語活動など、英語

の授業を進める基本的な技術を模擬授業や発表

を⾏ったりして習得する。

英語科教育法 Ⅲ

英語科教育法Ⅰに引き続き、外国語教授法の流

れを概観し、実際にそれぞれの教授法をもとに

した模擬授業を通して、実際の英語教育におい

て、学習指導要領がめざす英語⼒育成の学習活

動にそのメ⼒ニズムをどのように応⽤・活⽤す

るのかを探る。まとめとして、「コミュニケー

ション能⼒」をどう捉えるべきかを検討する。

なお、本科⽬は、原則として英語で⾏う。

英語科教育法 Ⅳ

本科⽬は原則として英語で⾏い、受講⽣の優れ

た英語運⽤能⼒を育成する。中学校や⾼等学校

の現職英語科教員から⽣の英語教育の現状の課

題や⼯夫などの話を聞いたり、実際に使われて

いる教材・補助教材・ワークシート・テスト問

題などを検証したりして、そこから得たものを

個々の授業においてどのように活かしていける

かその⼯夫を、英語を使ったディスカッション

やプレゼンテーションを通して考える。

教育実習 Ⅰ

学校現場での実習を通して、学校教育について

の正しい理解を深め、教員の役割や指導につい

ての適切な認識と技術を⾝につけ、教員として

の⼈間性を⾼めることをめざす。そのために、

以下の点を⽬標とする。①実習校での学校づく

りの内容を具体的に知り、そこにこめた願いを

つかむこと、②⼤学で学んでいることがらを、

教育現場の具体的なとりくみを通して検討し、

さらに深めること、③教員として、社会⼈とし

て⾃らを成⻑させていくうえでの課題をつかむ

こと。

教育実習 Ⅱ（事前事後指導を含む）

教職関係学習の総決算として、教育実習体験報

告会などに参加して、教師への志を確たるもの

にする教育実習直前指導で実習での⼼構えと授

業観察の要点指導、学習指導案の添削等、個別

指導を⾏う。また、実習後の事後指導として教

育実習報告会を⾏い、3年次へのアドバイスや

質問に答える交流会を⾏う。

English Communication A

主としてListeningとSpeakingの能⼒を伸ばす

ために、グローバル時代における時事問題や国

際問題を取り扱ったTVニュースなどを素材と

して聞き取り、理解する演習を⾏う。また、イ

ンターネットでアクセスできる素材なども活⽤

し、幅広いリスニング活動、それに基づいたグ

ループディスカッションやプレゼンテーション

を実施する。また、教材を聞き取りながらシャ

ドーイングなど⾃分の声を録⾳するトレーニン

グを取り⼊れることで、⾃然な発⾳やスピード

を⾝につける。

English Communication B

主としてReadingとWritingの能⼒を伸ばすため

に、英字新聞や英字雑誌を読み進めていきなが

ら、さまざまなトピックについて⾃分の考え⽅

を英語で書く演習を⾏う。情報を速く正確に読

み取る訓練を積み重ね、読解能⼒を⾼めてい

く。同時に、記事の内容について、ペアやグル

ープでのディスカッション、意⾒や感想を書く

アクティビティも取り⼊れる。⼀⽂⼀⽂の正確

な英語表現の基礎の上に、効果的な⽂と⽂のつ

なげ⽅、パラグラフの展開の仕⽅、パラグラフ

を積み重ねて、まとまった⽂章を効果的に書く

⽅法を⾝につける。

Cultural Studies A

総合的な学問として⽋かせない分野である⾔語

と、その背景にある歴史について学ぶ。「国際

⼈」として他者の⺟国史を理解し、過去にあっ

た歴史的な事実や問題を知ることは、今後の

「共存」を考える上で重要な観点である。ま

た、⽂化のもう⼀つの基礎的な要素として、⾔

Cultural Studies B

世界の社会、芸術、⽂学について学ぶ。世界中

に存在するさまざまな国、地域や⺠族の⽣活様

式（⾷・住・労働・娯楽など）を幅広く学習

し、できるだけ多くの社会理念および社会構造

に関する教材に触れながら、多⾯的に「⼈間と

暮らし」について考察する。これによって、⽇

⽇本語 Ⅲ

アカデミックな⽇本語能⼒の向上を⽬指す。⽇

本語4技能を上級レベルへと移⾏させること、

特に、⼤学・⼤学院の講義やビジネスの場⾯で

必要となる硬い書きことばの「読み」「書き」

に慣れること、まとまった内容のレポートを書

けることを⽬標とする。



葉の起源や⾔語族とその構造、⺟国語および英

語をはじめとするさまざまな外国語の⾔語史、

話者の多いグローバル⾔語から絶滅危機に指摘

される少数⺠族の⾔語まで幅広い知識を得なが

ら、現在の国際社会が直⾯している、各国が抱

える「⾔語問題」を考える。

本の社会や⽣活スタイルを再認識し、今後のグ

ローバル社会に⼀国家としてどうすべきか考え

る。その内容を踏まえて、⽂化による「美的感

覚」の違いと、さまざまな⽂化や時代の芸術お

よび⽂学作品を鑑賞する。

⽇本語 Ⅳ

⽇本語の上級レベルのコミュニケーション能⼒

と批判能⼒の向上を⽬指す。まとまったスピー

チや発表、互いを尊重した意⾒表明が⽇本語で

できること、⾃⾝や他者の意⾒を分析・検討し

たり批判できることを⽬標にする。

⽇本事情 Ⅰ

さまざまな読みものを読むことを中⼼に、新

聞、DVDなどの副教材も活⽤して、現在の⽇

本と⽇本⼈についての知識を⾝につける。ま

た、発表やディスカッションを通じて、⽇本と

⽇本⼈の今について考える。

⽇本事情 Ⅱ

さまざまな読みものを読むことを中⼼に、新

聞、DVDなどの副教材も活⽤して、現在の⽇

本と⽇本⼈について、より豊富な知識を⾝につ

けていく。また、発表やディスカッションを通

じて、⽇本と⽇本⼈の今について考える。

⽇本事情 Ⅲ

さまざまな読みものを読むことを中⼼に、新

聞、DVDなどの副教材も活⽤して、現在の⽇

本の社会と経済についての知識を⾝につける。

また、発表やディスカッションを通じて、⽇本

の社会や経済への理解を深める。

⽇本事情 Ⅳ

さまざまな読みものを読むことを中⼼に、新

聞、DVDなどの副教材も活⽤して、現在の⽇

本の社会と経済について、さらに豊富な知識を

⾝につける。また、発表やディスカッションを

通じて、その理解を⼀層深いものにしていく。

⽇本⽂化演習 Ⅰ

⽇本の⽂化への理解を深めるため、まず授業で

歴史的建造物、史跡、⺠俗⾏事、習慣、料理な

どに関する⽂章を読み合わせし、次にこれら建

造物や⾏事を実際に⾒学したり、料理をつくっ

てみたりする。

⽇本⽂化演習 Ⅱ

⽇本の⽂化への理解を深めるため、まず授業で

歴史的建造物、史跡、⺠俗⾏事、習慣に関する

⽂章（Ⅰよりやや⾼度な⽂献）を読み合わせ

し、次にこれら建造物や⾏事を実際に⾒学す

る。

4. 専⾨教育科⽬

▼ 総合演習 ▼ 英語集中プログラム ▼ 国際⾔語⽂化領域 ▼ グローバルキャリア領域 ▼ 専⾨関連科⽬群

総合演習

研究⼊⾨ゼミ Ⅰ

⼤学での学修に求められる学習スキルとアカデ

ミック・リテラシーの基礎を⾝につけさせる。

すなわち、調べる、⽐較する、分類する、統合

するといった基礎的な研究の⽅法、そして引⽤

の作法や著作権への配慮など研究倫理への基礎

的理解を促すとともに、学科の教学対象につい

て学⽣の興味関⼼に配慮しながら指導する。授

業は演習形式を取り、受講⽣の事前準備、発

表、討論、まとめを基本サイクルとしつつ、そ

れぞれの学習スタイルに対応したスキルの指導

を個別指導と集団指導を組み合わせて⾏う。授

業展開にあたっては、受講⽣の能動的・主体的

研究⼊⾨ゼミ Ⅱ

研究⼊⾨ゼミ Ⅰでの学修をふまえつつ、⼀歩

進んだ⼤学での学び⽅を指導する。受講⽣が、

「英語」を窓として、⾔語、コミュニケーショ

ン、ビジネス、⽂化、そして⼈間についての基

礎的な理解を深められるように、また、その過

程で学科教学の追究に必要な学習スキルを⾝に

つけられるようにする。授業では、異⽂化コミ

ュニケーション、英語教育、英語圏⽂化、グロ

ーバルビジネス、グローバルツーリズム、地域

研究などの諸領域に即した⽂献資料の収集と読

み⽅、ゼミ発表⽤原稿の書き⽅、アカデミッ

ク・プレゼンテーションの⽅法、質疑の技術な

留学プログラム演習

2年次での留学プログラムに必要な準備を⾏

う。留学先の⽂化や社会の理解を深めると同時

に、留学に必要な英語運⽤能⼒と留学先で授業

を受けるためのさまざまなスキルを⾝につけ、

英語圏社会で⽣活するために必要な異⽂化コミ

ュニケーション⼒の基盤形成を⽬指す。また、

学⽣それぞれが留学先で⾏うプレゼンテーショ

ンやレポート執筆のテーマを決め、その準備を

⾏う。



学習態度の涵養を図ると共に不安無く落ち着い

て学べる学習集団を形成するための⼯夫を授業

形態に取り⼊れる。

どを指導する。インターネットなどのICT環境

の活⽤⽅法も指導する。

専⾨演習 Ⅰ

卒業研究を視野に⼊れつつ、⾃分の関⼼のある

分野をより専⾨的に学習する。授業は学⽣によ

る報告やプレゼンテーションを中⼼に進める。

卒業研究に結実するテーマを⾒つけることが⼤

きな⽬標となるが、そのために、各留学先で学

んだ内容をゼミの受講⽣と共有することによっ

て、留学先での学習内容と専⾨演習の内容が連

携するように授業内容を組み⽴てる。加えて、

各専⾨分野のリサーチの⽅法や専⾨的な⽂献調

査、参考⽂献の扱い⽅、研究倫理等について指

導する。

専⾨演習 Ⅱ

卒業論⽂の作成にむけて、テーマの絞り⽅、議

論の展開の仕⽅などを学ぶ。卒業研究を意識し

て、授業はプレゼンテーションやレポートの執

筆指導、プレゼンテーションに基づいたディス

カションが中⼼になる。また、プレゼンテーシ

ョンをもとにしたレポートの作成に当たって

は、議論の展開の仕⽅や参考⽂献の使い⽅など

を学ぶ。

専⾨演習 Ⅲ

卒業論⽂の作成にむけて、各⾃の卒業研究を授

業でプレゼンテーションすることが中⼼にな

る。引き続き議論の展開の仕⽅、参考⽂献の⽤

い⽅などの指導を⾏いながら、学⽣⾃らが設定

した課題を解決し、⾃らの意⾒をまとめ上げる

⼿助けをする。卒業研究の形態や専⾨領域に応

じて、注や参考⽂献の書き⽅などの形式⾯につ

いても指導する。

卒業研究

⾃ら設定したテーマについて、⾃ら解決⽅法を

⾒いだし、それを、説得⼒ある⽅法で他者に伝

達するという、⼤学で学ぶべき最も重要な能⼒

をつけるのが⽬標である。専⾨演習Ⅰ〜Ⅲと連

携しつつ、卒業研究の完成を⽬指し、各⾃の執

筆の⼿助けを⾏う。なお、学科卒業研究発表会

において、成果を発表することが求められるの

で、そのための指導も⾏う。

英語集中プログラム

EAP Ⅰ

学科のIEP（Intensive English Program）の中

核として英語⼒の⾶躍的な向上をめざす科⽬で

ある。英語の4技能を統合的に伸ばすために、

少⼈数による集中的な演習形式の授業を展開す

る。EAPⅠでは、Speakingを中⼼とし、学⽣

が積極的に発⾔する練習を重ねていく。学⽣⾃

⾝の⾝の周りの話題をもとにCommunication

スキルを⾝につけ、学⽣が他国における⽣活を

ある程度意識して、⾃分のこと、⼤学を含む⽇

本での⽣活を紹介できるレベルの英語⼒の習得

を⽬標とする。８週を1ユニットとし、各ユニ

ット終了時に確認テストを⾏い、レベルの向上

に合わせてクラス再編を⾏うことにより、学⽣

のモチベーションの維持・向上を図る。また、

e-learning教材の学修状況、Skypeを利⽤した

スピーキングレッスン受講時間などを個⼈ごと

に管理し、EAPの単位認定要件に組み込む。

Career English Ⅰ

Career English ⅠはIEPの⼀環として、英語⼒

の⾶躍的な向上をめざす少⼈数で実施する科⽬

である。この科⽬では特に、ビジネス現場で⽤

いられる英語⼒を伸ばすことを⽬的に、TOEIC

の内容に準拠した演習形式の授業を実施する。

Career English Ⅰでは、ListeningやReadingの

基本的なスキルを⾝につけ、簡単な対話や英⽂

メール、メッセージ、お知らせなどの読み物を

理解するとともに、ビジネス実務において必要

とされる基礎的な英語⼒の習得を⽬標とする。

EAP同様に、８週を1ユニットとし、各ユニッ

ト終了時に確認テストを⾏い、レベルの向上に

合わせてクラス再編を⾏う。

EAP Ⅱ

EAP Ⅰ に 続 い て 、 IEP （ Intensive English

Program）の中核として英語⼒の⾶躍的な向上

をめざす科⽬である。英語の4技能を統合的に

伸ばすために、少⼈数による集中的な演習形式

の授業を展開する。EAP Ⅱでは、豊かな表現

⼒を⾝につけるため、Readingに重点を置く。

Intermediateレベルの英語運⽤スキルを⾝につ

け、他国の⽂化を理解しつつ、英語で⽇本の⽂

化を紹介できるレベルの英語⼒の習得を⽬標と

する。EAP Ⅰ同様、8週を1ユニットとし、各

ユニット終了時に確認テストを⾏い、レベルの

向上に合わせてクラス再編を⾏うことにより、

学⽣のモチベーションの維持・向上を図る。ま

た 、 e-learning 教 材 を 使 ⽤ し た 学 修 状 況 、

Skypeを利⽤したスピーキングレッスン受講時

間などを個⼈ごとに管理し、EAPの単位認定要

件に組み込む。

Career English Ⅱ

Career English Ⅱ は Career English I に 続 い

て、英語⼒の⾶躍的な向上をめざす少⼈数で実

EAP Ⅲ

EAP Ⅰ・Ⅱに続いて、英語⼒の⾶躍的な向上

をめざす科⽬である。英語の4技能を統合的に

Career English Ⅲ

Career English ⅢはCareer English Ⅰ・Ⅱに続

いて、英語⼒の⾶躍的な向上をめざす少⼈数で



施する科⽬である。この科⽬では特に、ビジネ

ス現場で必要とされる英語⼒を伸ばすことを⽬

的に、 TOEICの内容に準拠した演習形式の授

業を実施する。Career English Ⅱでは、ビジネ

スにおいての専⾨⽤語や⽂書の形式の知識を⾝

につけ、より⾼度な会話のやり取り（電話、⾯

接など）や読み物（例えば、ビジネスレター、

クレーム対応、履歴書）を理解するとともに、

ビジネス実務におけるIntermediateレベルの英

語⼒の習得を⽬標とする。EAP同様に、８週を

1ユニットとし、各ユニット終了時に確認テス

トを⾏い、レベルの向上に合わせてクラス再編

を⾏う。

伸ばすために、少⼈数による集中的な演習形式

の授業を展開し、より海外実習先の「現場」に

近い英語学習（DiscussionやAcademic Report

など）を⾏う。Academic Reading（⻑⽂）と

Academic Writing（⼩論⽂もしくは発表の原

稿）を中⼼とした学習を通して、海外の実習先

ではEAPの上級クラス、Bridgingコースおよび

正規の授業を受講できる程度の英語能⼒を⽬指

す。

実施する科⽬である。この科⽬では特に、ビジ

ネス現場で必要とされる英語⼒を伸ばすことを

⽬的に、TOEICの内容に準拠した演習形式の授

業を実施する。Career English Ⅲでは、ビジネ

スに⽋かせない専⾨知識と本格的な英語運⽤能

⼒を⾝につけ、⼝頭もしくは⽂書による⾼度な

やり取り（クレーム対応、ネゴシエーション、

簡単な契約）ができるようにする。ビジネスの

世界を理解するとともに、実務をこなすことが

できるレベルの英語⼒の習得を⽬標とする。

EAP同様に、８週を1ユニットとし、各ユニッ

ト終了時に確認テストを⾏い、レベルの向上に

合わせてクラス再編を⾏う。

English Workshop Ⅰ

本講座は習熟度別クラスで実施する。TOEICな

ど英語運⽤能⼒の検定による⾼得点（High

Intermediate）を⽬指して、試験問題に類似し

た素材を⽤いて総合的な英語実⽤能⼒を養う。

広範囲にわたる⽂法項⽬、頻出語、典型的な実

⽤⽂書の表現と⽂書構成などを知識として学ぶ

とともに、ListeningおよびReading演習を通し

て受容レベルでの運⽤能⼒の向上を図る。これ

らの学習を通じて、社会が認めている検定にお

いて中級以上のスコアおよび級を取得できる英

語 運 ⽤ 能 ⼒ の 獲 得 を め ざ し 、 Kilgarriff の

Lemmatised BNC単語リスト5,000語以上の語

い⼒を⾝につけることを⽬標にする。

English Workshop Ⅱ

本講座は、習熟度別クラスで実施する。TOEIC

など英語運⽤能⼒の検定による更なる⾼得点

（Advanced）を達成することを⽬指して、今

まで学習した語彙・⽂法項⽬を復習すること

で、⾔語知識の定着を図る。聴解・読解では典

型的な難問に対する解答戦略を学び、より多く

の演習問題をこなすことで、更なるスコアアッ

プと運⽤能⼒の向上を図る。これらの学習を通

じ、社会が認めている検定において上級レベル

のスコアおよび級を取得できる英語運⽤能⼒の

獲得をめざし、KilgarriffのLemmatised BNC単

語リスト6,000語以上の単語⼒を⾝につけるこ

とを⽬標にする。

国際⾔語⽂化領域

英語圏⽂学 A

英語圏⽂学は世界の⽂学の中で⼤きな位置を占

めてきたが、このクラスでは、イギリス⽂学を

中⼼に、基本的知識を⾝につけるとともに、そ

の特質と世界の⽂学の中での位置づけを理解す

ることを⽬標にする。歴史的な変化を概観しつ

つ、代表的な作家を幅広く取りあげ、その作品

を原⽂で読んで、そのおもしろさを味わいつ

つ、⽂学の側⾯から英語圏⽂化に迫る。授業の

形式として、講義と講読をベースにし、作品に

ついて学⽣が発表し意⾒交換などを⾏う。詩、

演劇、⼩説、⾃伝、⽇記、映画シナリオなど、

さまざまなジャンルを教材にする。

英語圏⽂化論 A

英語圏の⽂化のうち、主にイギリスに関する基

本的な知識を学び、地理、歴史、政治、社会、

⽣活、⾵俗についての理解を深めることを⽬指

す。地域研究の基盤として、この地域の過去と

現在の正確な情報を幅広く得るために、テーマ

ごとに講義で解説をする。また、イギリスのさ

まざまな側⾯を幅広く考察することによって、

イギリスが世界に与えた影響と他地域との関わ

りについても考える。クラスでは、PBL学習、

学⽣によるグループプレゼンテーションも取り

⼊れて、学⽣が海外実習先の地域に対して関⼼

を持つ⼿助けを⾏う。

英語学 A

国際的なコミュニケーションの⼿段として広く

⽤いられ、地球語ともよばれる英語とはどんな

⾔語かという問題を、さまざまな観点から考察

し、英語学の基本的な知識を⾝に付け、英語と

いう⾔語に対して英語学の観点から理解を深め

ることを⽬的とする。具体的には、英語発⾳の

仕組み、語・⽂の構造、語・⽂の意味、英語語

⽤論などを扱う。また、英語の歴史を振り返

り、さらに、社会的・地理的変種における発

⾳・語彙の違い、さまざまな談話領域における

⽂体の相違なども検討する。

多⽂化コミュニケーション A

多⽂化コミュニケーションの諸相を理解するた

めに必要な基礎知識を紹介し、とりわけ、⽇本

語によるコミュニケーションと英語によるコミ

ュニケーションとの⽐較を通して、それぞれの

コミュニケーション⽅法の特徴を学ぶ。その背

英語教育論

グローバル化の進展と共に英語教育の充実が⼀

層求められる中、我が国の英語教育施策、児童

⽣徒の英語学習に関する状況、⽣徒・教員の英

語⼒の現状、諸外国における外国語教育の状

況、英語教育における国際理解教育、⺟語習得

Language Studies A

専⾨分野の学修を英語で⾏うための基盤となる

⾼度な英語読解能⼒を養成することを⽬標とす

る。具体的には、専⾨分野の英語のテキストや

関連分野の英語による⽂献を読むことができる

英語⼒を養成する⼿助けを⾏う。クラスでは、



景にある社会的ルール、考え⽅、宗教やモラ

ル、⽂化的価値観、⽂化的しつけ、⾔語の社会

的側⾯などをテーマにし、各週ごとそのテーマ

に関するトピックをピックアップし、講義とデ

ィスカッションを⾏う。ステレオタイプや

cultural biasの観点から、⾃らと異なる⽂化に

おいて、より客観的に物事を判断できるように

⽬指す。

と第⼆⾔語習得などの⾔語学習理論等、幅広い

テーマを取り上げ、英語教育はどうあるべき

か、⽇本における英語教育全般についての理解

を、発表活動などを通して深める。

さまざまな専⾨分野のテキストを題材として扱

い、すばやく正確に情報を読み取る訓練を⾏

う。また、読み取った情報を英語で要約した

り、論点を⼝頭発表したりするアクティビティ

を取り⼊れる。

Language Studies B

外国語として英語を学習する際の、「⽂法」の

役割を再検討する。コミュニケーションを⽀え

る⽂法の役割を、実際に⽤いられている英語の

姿から再検討し、実践的に、⽣きた⽂法を⾝に

つけることを⽬指す。⽂法を単なる規則の集ま

りとしてではなく、なぜ、ある特定の⽂法形式

がそのコミュニケーションの場で⽤いられるの

かという⽣きた⽂法を修得する⼿助けを提供す

る。加えて、英⽂法のさまざまな側⾯を英語で

説明できるようになることも⽬指す。

Area Studies A

英語圏の国々の習慣、価値観、⼈々の⽣き⽅や

考え⽅について、より内⾯的な内容を学習す

る。その国の「精神」と「感覚」をつかみなが

ら、受講⽣に英語圏⽂化を考えさせる⼿助けを

する。その後、英語圏の国々が抱えているさま

ざまな問題の原因と国⺠が持っているさまざま

な考え⽅や解決⽅法を調べながら、個⼈もしく

はグループでの発表とディスカッションを通し

て国際理解（他者の⽴場や考え⽅）を深める。

また、世界が現在抱えている課題を幅広い知識

をもち、さまざまな問題に関する⾃分の意⾒を

論理的に述べることを⽬標にしながら、⽇本と

⽐較する。

Area Studies B

まずアジアを中⼼に、それぞれの国々の習慣、

価値観、⼈々の⽣き⽅や考え⽅について、より

内⾯的な内容を学習する。その国の「精神」と

「感覚」をつかみながら、受講⽣に英語圏⽂化

を考えさせる⼿助けをする。その後、英語圏の

国々が抱えているさまざまな現地での問題の原

因と国⺠が持っているさまざまな考え⽅や解決

⽅法を調べながら、個⼈もしくはグループで

PBLを⾏い、発表とディスカッションを⾏う。

これを通して国際理解（他者の⽴場や考え⽅）

を深めながら、世界が現在抱えている課題につ

いて幅広い知識を⾝につけ、さまざまな問題に

関する⾃分の意⾒を論理的に述べることを⽬標

にしながら、⽇本と⽐較する。

海外フィールドワーク A

海外でのインターンシップ（就業体験）によっ

て、会社や仕事について実践的に学び、キャリ

ア意識を涵養することを⽬的とする。実際の就

業体験の前にインターンシップの事前学習、ま

た、実習後に振り返りを⾏う。実習中は、毎⽇

⽇誌をつけることを求め、実習後にレポートの

提出を求める。研修時間数、実習内容、実習先

企業などからの報告書、受講⽣が提出するレポ

ートなどをもとに、単位の認定を⾏う。また、

フィールドワーク終了後に、「海外フィールド

ワークB」と合同で学内で報告会を開催し、学

習内容を共有する。

海外フィールドワーク B

海外での活動を含め、⼤学が認定しているボラ

ンティア活動を体験することによって、社会的

な経験を重ね、ボランティアに対する意識を⾼

めることを⽬的とする。実際のボランティア活

動を⾏う前に事前学習、また、活動後に振り返

りを⾏う。フィールドワーク中は、毎⽇⽇誌を

つけることを求め、フィールドワーク後にレポ

ートの提出を求める。その活動時間数、活動内

容、ボランティア団体などからの報告書、受講

⽣が提出するレポートなどをもとに、単位の認

定を⾏う。また、フィールドワーク終了後に、

「海外フィールドワークA」と合同で学内で報

告会を開催し、学習内容を共有する。

Advanced English Communication A

この科⽬は特に「卒業研究」に当たって必要と

されるcritical reading能⼒を向上させる演習科

⽬である。⼀般的なエッセイ、新聞や雑誌の記

事、ネット上の情報を教材にし、さまざまな英

⽂を読む。テキストの内容を無批判に受け⼊れ

ながら読むのではなく、問題設定は明確になさ

れているか、キーワードは適切に定義されてい

るか、客観的証拠はあげられているかなどの基

準に照らし合わせて能動的に読む訓練を⾏い、

テキストの内容を批判的に読む⼒を⾝につける

ことを⽬指す。なお、本科⽬は原則として英語

で⾏う。

Advanced English Communication B

Advanced English Communication Aをさらに

発展させて、critical readingの⼒を伸ばしてい

く。「卒業研究」の準備の⼀環として、主にア

カデミックな⽂章（専⾨書、学術論⽂）を教材

にする。「事実」と「意⾒」はどう区別されて

いるか、論理展開は適切かどうか、正しい根拠

にもとづいているかどうか、などに注意して、

深い読みができる⼒を⾝につける。テキストの

重要なポイントを発⾒し、速読と的確に内容を

Advanced English Communication C

Advanced English Communication A で ⾏ う

critical readingと連携し、同じ内容について学

⽣同⼠によるdiscussionを⾏う。プレゼンテー

ション能⼒を伸ばしながら、確かな知識に基づ

いた⾼度な討論ができることを⽬指す。教員は

writingの⼀環として、学⽣の英⽂原稿を添削

しながら内容に関するアドバイスを⾏う。

Discussionを終えた時点で、授業の成果として

最終的に英⽂の学術レポート（1,500ワード）

Advanced English Communication D

Advanced English Communication B で ⾏ う

critical reading と 連 携 し 、 発 展 的 に 学 ⽣ の

discussion 能 ⼒ や 英 ⽂ 能 ⼒ を 伸 ば す 。

Advanced English Communication B と同じテ

ーマに基づいた学⽣同⼠のプレゼンテーション

や討論を⾏う。教員はwritingの⼀環として、

学⽣の英⽂原稿を添削しながら内容に関するア

ドバイスを⾏う。Discussionを終えた時点で、

授業の成果として最終的に英⽂の学術レポート



つかむ読みを両⽴させることができるようにす

る。この授業では、特に論理的思考と⾼度な読

解⼒を求める。なお、本科⽬は原則として英語

で⾏う。

を提出することが求められる。そのため、参考

⽂献の⼀覧、引⽤の記載や注釈の書き⽅などの

技術も授業中に学ぶ。

（2,000ワード）を提出することが求められ

る。参考⽂献の⼀覧、引⽤の記載や注釈の書き

⽅などの技術も学ぶ。

英語圏⽂学 B

世界の⽂学の中で⼤きな位置を占めてきた英語

圏⽂学の中で、主としてアメリカ⽂学を中⼼

に、基本的知識を⾝につけるとともに、その特

質と世界の⽂学の中での位置づけを理解するこ

とを⽬標にする。クラスでは、アメリカ⽂学の

歴史的な変化を概観しつつ、代表的な作家を幅

広く取りあげ、その作品を原⽂で読んで、その

おもしろさを味わいつつ、⽂学の側⾯からアメ

リカ⽂化の理解に迫る。講義と講読をベースに

し、作品について学⽣が発表し意⾒交換なども

⾏う。詩、演劇、⼩説、⾃伝、⽇記、映画シナ

リオなど、さまざまなジャンルを教材にする。

英語圏⽂化論 B

英語圏の⽂化のうち、主にアメリカ合衆国、カ

ナダに関する基本的な知識を学び、地理、歴

史、政治、社会、⽣活、⾵俗についての理解を

深めることを⽬指す。地域研究の基盤として、

この地域の過去と現状の正確な情報を幅広く得

るために、テーマごとに講義で解説をする。ま

た、アメリカ合衆国、カナダのさまざまな側⾯

を幅広く考察することによって、この地域が世

界に与えた影響や他地域との関わりについても

考える。クラスでは、PBL学習、学⽣によるグ

ループプレゼンテーションも取り⼊れて、学⽣

の海外実習先である地域に対してより深い関⼼

を持って課題に取り組むことができるように⼿

助けを⾏う。

英語学 B

異⽂化理解の基礎となる⾔語を理論的に研究す

る。とくに、英語を⽇本語と対照させながら、

その背後にあるルールや原則を探っていき、英

語という⾔語の特徴を理解することを⽬的とす

る。また、それぞれの⾔語の違いをこえて、両

⾔語に共通に存在する特徴はあるのか、⽇英語

の違いはなにがもとになっているのか、なども

あわせて考察する。とくに⼀つの理論にかたよ

ることなくさまざまな理論をとりあげ、英語の

理解にどのような理論が有効かを考察してい

く。⽂献は英語によるものを取り上げて、学術

的な英語に慣れ親しむことも⽬的のひとつとす

る。なお、本科⽬は原則として英語で⾏う。

英語圏⽂化論 C

英語圏の⽂化のうち、主にオーストラリア、ニ

ュージーランドに関する基本的な知識を学び、

地理、歴史、政治、社会、⽣活、⾵俗について

の理解を深めることを⽬指す。地域研究の基盤

として、この地域の過去と現実の正確な情報を

幅広く得るために、テーマごとに講義で解説を

する。また、オーストラリア、ニュージーラン

ドのさまざまな側⾯を幅広く考察することによ

って、この地域が世界に与えた影響と他地域と

の関わりについても考える。クラスでは、PBL

学習、学⽣によるグループプレゼンテーション

も取り⼊れて、学⽣の海外実習先である地域に

対してより深い関⼼を持って課題に取り組むこ

とができるように⼿助けを⾏う。

多⽂化コミュニケーション B

多⽂化コミュニケーションAに続いてより実践

的に他者に対する⽂化的理解とコミュニケーシ

ョン能⼒を育成する。とりわけ、⽇本語による

コミュニケーションと英語によるコミュニケー

ションの⽐較を通して、実際にどのように上⼿

くコミュニケーションを⾏うかを学ぶ。ステレ

オタイプ、⾮⾔語コミュニケーション、カルチ

ャーショックの実際、異⽂化衝突とその解決⽅

法などの具体例を学習する。各週にメインテー

マとそれに関するトピックをピックアップし、

講義とディスカッションを⾏う。多⽂化コミュ

ニケーションAと同様、cultural biasの側⾯か

らより客観的に物事を判断できるようになるこ

とを⽬指す。

翻訳演習

「翻訳とはなにか」という根本問題を考えなが

ら、翻訳にあたって必要となるさまざまな知識

や戦略を学習する。とりわけ、⽂法に添った⽅

略だけではなく、Newmarkが⽰すような「内

容問題別」戦略を紹介する。異⽂化接触の最前

線としての翻訳実践をしていく。英⽇翻訳に必

要な理論や基礎技術を学習し、会話⽂・メー

ル・パンフレット・新聞記事・ビジネスレタ

ー・エッセーなど、様々な種類の英⽂を翻訳す

る実習を積極的に⾏う。直訳ではなく、⽂化背

景や作者の意図を汲み取り、英⽂から⽇本語と

その逆へ再構築しながらの翻訳を⽬指す。コミ

ュニティトランスレーションという分野にも焦

点をあてる。

通訳演習

⽇英通訳の基礎的理論を学ぶとともに、逐次、

同時通訳⽅法の基礎を習得する。また、通訳の

ための各種トレーニング（シャドーイングな

ど）は⼀般の語学学習にも有⽤だと⾔われてい

るので、積極的に授業に取り⼊れる。後半で

は、通訳に関する内外の論⽂を講読したり、異

⽂化コミュニケーションにおける通訳の機能や

役割などについて研究したりする。可能な範囲

で学内および学外での通訳の実践に取り組むこ

とも考える。

⽐較⽂化論

⽂化を⽐較研究のアプローチから理解し、世界

で起こっているさまざまな問題の背景にある⽂

化、価値観、思考様式を知り、⾃分がそれにど

う関わるのかを考えることがこのクラスの⽬標

である。世界には、われわれの想像や理解を超

えた「謎」が頻発している。そうした「謎」

を、⾃分には関係ないものとして簡単に退け

ず、⾃分を、そして⾃分を形作ってきた「⽂

化」というとらえどころのないものを理解する

ために、主として英語圏の⽂化を⽇本⽂化と⽐

較しながら講義をすすめていく。



グローバルキャリア領域

経済学基礎

GDP、国際収⽀、為替レート、物価⽔準、価

格メカニズム、効率性、市場の失敗などマクロ

とミクロの両⾯にわたる経済学の基礎的な概念

を理解する。その上で現実の経済のさまざまな

トピックを取り上げて、授業で学んだ知識を⽤

いてそれらの現象を具体的に分析する作業を通

じて、経済学の思考⽅法を⾝につける。特に、

現代社会において急速な進展を遂げるグローバ

ル化という現象をよりよく理解できるよう、貿

易理論など国際経済学の基礎にも触れることと

する。

経営学基礎

経営学の概念や⽤語は、企業経営のマネジメン

トに携わるうえで、ビジネス・コミュニケーシ

ョンを可能とするための基本的な素養である。

ここでは、急速に拡⼤するグローバル・ステー

ジでも通⽤する経営学の基本理論や概念を学

ぶ。経営学の中⼼的テーマである経営戦略や経

営組織の理論を、マネジメントとしてビジネ

ス・コミュニケーションにおいて実践的に活か

していく学習をおこなう。また、グローバル・

ステージで活躍する実践⼒を⾝につけるため、

英⽂テキスト課題にも取り組み英語コミュニケ

ーション⼒を育成する。

統計学演習

データを整理して分析することは、現実の社会

で起こるさまざまな現象を理解する上で必要不

可⽋な能⼒である。本講義では、社会科学の学

習や、ビジネスにおいて必要となる統計学の知

識を修得することを⽬的とする。具体的には、

データや変数の種類、平均、分散といった統計

学の基礎的概念を理解させた上で、図やグラフ

を⽤いてデータを整理し視覚化し、区間推定や

統計的検定、回帰分析などの⽅法を適⽤するこ

とで現実のデータを分析する技能を⾝につけ

る。

会計学基礎

あらゆる経済主体の活動の背景には、何らかの

形での貨幣の流れがあり、それを記述し、分析

する仕組みが必要である。会計学の⽅法は、そ

うした⽬的を達成するための世界共通のルール

であるといえる。本講義では、会計学の基礎に

ある複式簿記について、その歴史的発展等につ

いても⾔及しながら、その仕組について理解す

ることで会計学の基礎を⾝につける。その上

で、財務諸表等、内外の企業の財務情報を読

み、資⾦の流れの⾯から経済の仕組みを理解す

ることができるようにする。

観光学基礎

観光学は、観光経済や観光経営、観光振興政

策、外国⼈観光客とのコミュニケーションスキ

ルなど、幅広い対象領域からなる。それだけ

に、観光学を学修するためには、社会科学と⼈

⽂科学の幅広い学問分野を学ぶ必要がある。本

講義では、観光学の基本的な理論や概念、観光

の歴史、環境や経済社会に及ぼす影響など今⽇

的な課題について、理解を深めることを⽬的と

する。また、観光業の実務で必要な語彙や専⾨

⽤語などについても学習する。

English for Business A

国際ビジネスの現場で取引相⼿と正しく情報交

換ができる英語⼒を学ぶ。英⽂Eメール、英⽂

レターおよび国際取引で使⽤される各種英⽂書

類についての知識を習得し、練習する。英語圏

以外の国々とのビジネスが広がっているので世

界共通語として実践的なPlain Englishを養う。

英語によるコミュニケーションの背景となって

いるグローバルビジネスについて学ぶ。グロー

バルコミュニケーションについての理論的側⾯

と、国際ビジネスの具体的な事例を組み合わせ

ながら、国際ビジネスの基盤となる異⽂化理解

の重要性についても学ぶ。

English for Business B

国際商取引実務の基本と実際のビジネス現場で

応⽤できる実務能⼒を養う。国際商取引実務、

国際商取引実務英語を、実務担当者レベルで学

習することによって、就職し、国際ビジネス実

務に就いたとき、即戦⼒になる礎を築く。とり

わけ、英⽂契約書、英⽂E-mail、レターの学習

を通して、⽇本⼈と外国⼈の契約観や物事に対

する考え⽅の違い、グローバルビジネスでの

様々な事象や約束事、最近のグローバルビジネ

スで重要視される事柄等を、契約英語、ビジネ

スコミュニケーション英語と共に、幅広く学

ぶ。また、英⽂書の学習には、⽇本語⼒、論理

⼒も必要とするため、授業時に加えて、グロー

バルビジネスに関わりのある⼿頃な書籍の読書

感想⽂作成を⾏い、これらの⼒の強化を図る。

国際経済論 A（欧⽶）

経済のグローバル化が進展する現代において

は、国と国との経済的結びつきがかつてない規

模と範囲で強まっている。このことを理解する

には、国際収⽀、国際貿易、国際⾦融、国際労

働⼒移動などの国際経済に関する基礎理論とそ

の現代的動向に関する応⽤理論の学修が⽋かせ

ない。この科⽬では、以上を学んだ上で、経済

のグローバル化の進む今⽇、主導的影響⼒をな

お保っている欧⽶諸国・地域の経済実態や経済

関係、国際経済政策、とりわけEUなどの制度

的経済連携等を、国際経済の基礎理論や応⽤理

論に即して把握する。なお、本科⽬は、原則と

して英語で講義する。

マーケティング論

マーケティングは企業と外部環境とを結びつけ

る重要かつ必須の企業活動であり、ここではマ

ーケティングの基本フレームワークと実践事例

を学ぶ。競争対応的に戦略志向を強める現代マ

ーケティングに応じて、代表的なマーケティン

グ戦略論の基本的理解に努め、その実践に際し

ての規範的な知⾒を得ることを⽬指す。またグ

ローバル・ステージでの組織的マーケティング

活動において活躍できるよう、英⽂テキスト利

⽤などを通じ英語コミュニケーション⼒育成を

⽬指す。なお、本科⽬は、原則として英語で講

義する。

⾦融論

経済社会における⾦融の機能は、実物経済取引

をおカネによって媒介することである。つまり

「おカネ」の使⽤と「おカネの貸借」によっ

English for Business C

グローバル化が進展する現代社会において、英

語の運⽤能⼒は、ビジネスを遂⾏する上で必要

不可⽋の⼒である。本講義では、ビジネスの現

国際ツーリズム論

世界全体の海外渡航者が年間10億⼈に達し、

その国際収⽀が1兆ドルを超える規模となるな

ど、現代のくらしや経済社会において、ツーリ



て、経済活動を円滑にすることである。「⾦融

論」においては、ミクロ経済学、マクロ経済学

の理論的枠組みを⽤いつつ、おカネの役割、⾦

融仲介の意味、各種⾦融機関と⾦融システムの

機能、中央銀⾏と⾦融政策等について学ぶ。そ

の際、⾦融⾃由化による⾦融システムの変動、

デフレ経済下での⾦融政策の有効性といった現

代的な問題も扱う。なお、本科⽬は、原則とし

て英語で講義する。

場で広く⽤いられている英語の語彙、語法、慣

⽤表現、専⾨⽤語等について、英⽂のメールや

契約書、各種レポートなども教材として活⽤し

つつ、学修する。さらに、英語によるプレゼン

テーションやグループワーク、ロールプレー、

ディスカッションの実践を通じて、ビジネス英

語を能動的に運⽤する⼒を涵養する。

ズムはきわめて⼤きな位置を占めている。本講

義では、そうしたツーリズムの理論と概念、歴

史と現状、関連産業の動向、さらには経済社会

に及ぼす多⾯的な影響などについて、理解を深

める。さらに、ツーリズムに関する実務で⽤い

られる英語の語彙、専⾨⽤語、語法についても

学ぶ。なお、本科⽬は、原則として英語で講義

する。

観光英語

エアラインやホテル、旅⾏会社、観光局など、

観光に関連した業種においては、海外渡航する

⽇本⼈や⽇本を訪れる外国⼈観光客を⽀援する

うえで、英語を⽤いた業務の必要性が急激に⾼

まっている。本講義では、観光業の現場で実際

に⽤いられている英語の語彙や語法、表現、専

⾨⽤語等について学修し、観光英語の実務的な

運⽤能⼒の向上を図る。さらに、英語によるプ

レゼンテーションやグループワーク、ディスカ

ッションの演習を通じて、観光英語を能動的に

運⽤する⼒を涵養する。

国際経済論 B（東アジア）

現代における経済のグローバル化の進展は、新

興国経済の興隆とこれへの欧⽶⽇経済の対応と

を基軸にしている。このなかで東アジアの諸国

は新興国経済の中核となる国々であり、東アジ

ア新興国経済の興隆がいかにして実現したかを

認識することは、現代における経済グローバル

化を理解するための有⼒な⼿がかりとなる。こ

の科⽬では、ヒト、モノ、カネ、サービス、情

報などの流れに関する国際経済の基礎および応

⽤理論を学修した上で、東アジアの新興国経済

を中⼼とした現代東アジア経済の動向について

把握する。なお、本科⽬は、原則として英語で

講義する。

国際経済論 C（東南アジア）

東南アジアにはまったく異なる経済発展段階の

国々が存在し、これらの国々が経済的な統合を

進めている。このため東南アジア理解には、域

内各国それぞれの経済状況と合わせて、東南ア

ジア諸国連合（ASEAN）による地域経済統合

の理解が不可⽋である。この科⽬では⾃由貿

易、WTOとFTA（⾃由貿易協定）などの国際

経済理論、そして各国経済のそれぞれの特⾊あ

る発展過程、1997年のアジア経済危機、東南

アジアにおける直接投資の役割など、東南アジ

ア経済の総合的な理解を⽬指す。なお、本科⽬

は、原則として英語で講義する。

企業戦略論（グローバル企業）

現代においては、⼤企業のみならず中⼩企業も

積極的にグローバル事業を展開し、⼀⽅国内企

業の海外進出だけではなく海外企業が積極的に

市場参⼊を進めており、企業のグローバル化は

内外両⾯から同時に進⾏している。そうした多

国籍に経済活動を展開するグローバル企業につ

いて、その経営戦略課題や経営組織のマネジメ

ント、経営の異⽂化対応などの理論と事例を学

ぶ。グローバル・ステージにおける企業活動を

学び実践する前提として、英⽂⽂献や英語コミ

ュニケーション⼒を涵養することも⽬的とす

る。なお、本科⽬は、原則として英語で講義す

る。

国際マーケティング論

国境を越えたグローバルなマーケティング活動

について学習する。市場のグローバル化の急進

展の下、企業のマーケティング活動にも国際的

な視点が⽋かせない。⽂化や環境の異なる消費

者の特⾊について学んだ上で、それをベースに

グローバルSTPや市場参⼊戦略など国際マーケ

ティングの中⼼的テーマを取り上げる。またグ

ローバル製品戦略やグローバル価格戦略等、マ

ーケティングの4Pをグローバルな視点から理

解する。そして、このような国際マーケティン

グの理解とその実践のための⼟台として英語⼒

を⾝につける。なお、本科⽬は、原則として英

語で講義する。

マーケティングリサーチ演習

マーケティング論で得た知識を前提に、マーケ

ティングリサーチで利⽤される代表的な統計解

析の基本的な考え⽅と適⽤⽅法を習得する。具

体的には、統計ソフトを利⽤しながら、相関分

析、重回帰分析、因⼦分析、分散分析などの⼿

法を習得させる。その際、アンケート調査の⽅

法についても同時に学習し、⽇本語だけでな

く、英語を⽤いて調査票を作成することができ

るようにし、⽇本語と英語の両⽅で分析結果を

レポートにまとめることができるようにする。

国際⾦融論

ヒト、モノ、カネといった経営資源のうち、と

りわけ近年グローバル化が進展したのがカネの

分野である。貿易、資本の⾃由化と情報技術の

発達によって、世界の⾦融市場はほとんど⼀体

化していると⾔って過⾔ではない。「国際⾦融

論」では、国際収⽀のメカニズムや為替相場の

決定要因についての理論等を学び、近年のグロ

ーバル化の恩恵と問題点を考えてゆく。その

際、リーマン・ショックや欧州の国家債務問題

グローバルビジネス実務演習

各国の経済事情や代表的なグローバル企業の経

営戦略などを教材として活⽤しつつ、英語によ

る事例分析とディスカッションを通じて、グロ

ーバルビジネスに対する理解を深める。また、

グローバルビジネスの実務に⽋かせない、ビジ

ネスマナーや各国の⽂化・慣習等に関する基本

的な知識も習得する。さらに、演習中のディス

カッションやプレゼンテーションなどを通じ

ホスピタリティ論

あらゆる産業において対⼈サービスの重要性が

⾼まるなかで、その最も基本的な要素として注

⽬されているのがホスピタリティの概念であ

る。とりわけグローバル化した現代社会におい

ては、多様な⽂化的背景を持つ⼈々に対してい

かにホスピタリティを提供するかが課題となっ

ている。本講義では、さまざまな対⼈サービス

の領域における事例を通じて、ホスピタリティ

とは何か、そしてグローバル化社会において、



など、現代における国際⾦融を巡る諸問題も取

り上げる。なお、本科⽬は、原則として英語で

講義する。

て、英語で積極的に発信する⼒と態度を涵養す

る。

ホスピタリティをいかに提供してゆくべきかに

ついて講述する。なお、本科⽬は、原則として

英語で講義する。

専⾨関連科⽬群

⽇本⽂化研究 A（芸術）

本講義の⽬標は、受講⽣が⽇本の伝統芸能につ

いての概要を把握すること、および、⽇本の芸

能の基本的な性格とは何かを理解することであ

る。⽇本の伝統芸能（⽂楽・歌舞伎・能・狂⾔

など）をCDなどの録⾳、ビデオ・DVDなどの

映像を⽤いて鑑賞し、その後、解説を⾏う。参

考⽂献として、なるべく英語で書かれたものを

取り上げて、海外において⽇本の伝統芸能がど

のように理解されているかを考察するととも

に、受講⽣が、英語を⽤いて、⽇本の伝統芸術

について語ることができるようになるための⼿

助けも同時に⾏う。

国際関係論

本科⽬では、国際関係で起こる様々な現象（例

えば協⼒、和解、対⽴、紛争など）をトピック

として取り上げ、その現象がなぜ起こったのか

を、幅広い資料収集に基づき分析することによ

り 明 ら か に し て い く 。 分 析 は 、 Realism と

LiberalismおよびConstructivism、あるいは必

要に応じその他の学説それぞれの観点から当該

トピックがどのように論じられているのかを理

解したうえで⾏えるよう知識提供を⾏う。ま

た、分析の過程で、国家間関係、国際機関の動

向、諸地域の情勢、グローバルな課題について

関⼼を向け、論理的に考察できる⼒の養成を⽬

指す。

⽇本⽂化研究 B（ポップカルチャー）

この講義では現代⽇本の⽂化状況を理解するた

めに、アニメーション、ライトノベル、⾳楽、

インターネットなど、⽇本の現代⽂化を代表す

るいくつかのジャンルに⾒られる動向を具体的

に分析していく。それを通じて、学⽣が現代⽂

化の本質的構造を理解し、各⾃の関⼼分野に応

じて批判的・分析的な考察ができるようになる

ことを⽬指す。⽇本のポップ・カルチャーは

「クール・ジャパン」として海外からも注⽬さ

れているが、受講⽣が、英語で⽇本の現代⽂化

について語ることができるようになるための⼿

助けも同時に⾏う。

現代アジア⽂化研究

アジア地域における諸問題の現状とその背景、

原因について考察し、理解することを⽬的とす

る。政治、経済、⽂化をはじめとする現代アジ

アのさまざまな問題を取り上げ、その現状を考

察する。現代アジアにおける諸問題の原因や展

望についても議論し、理解を深める。⽂献はな

るべく英語の参考⽂献を取り上げて、受講⽣が

英語でそれらの問題について語ることができる

ようになるための⼿助けも同時に⾏う。

現代社会と思想

家族、ジェンダー、経済などの格差、少⼦化⾼

齢化、⾷糧、⽔源、⼈権、環境、宗教、平和、

⼈種、福祉など、現在社会におけるさまざまな

実態や課題の基礎的知識を学ぶ。それぞれの分

野に関する代表的な著作を紹介し、多⾯的に著

書を読む。特に現在社会で⼤きく取り上げられ

る教育や⾔語の権利、ジェンダーと法、ファス

トとスロー⽂化・⽣活、カーボンフットプリン

ト、ワークシェアリングなどの新しい運動に焦

点を当てる。知識だけではなく、論理的な思考

や学問的なアプローチを学習しながら、「共存」

という⼤きな課題に迫る。

国際協⼒論

開発途上国の多くは貧困や紛争、衛⽣事情の悪

化、教育や雇⽤の機会の減少など様々な深刻な

問題に直⾯している。国際社会全体の安定と発

展のために、開発途上国の⼈々を⽀援すること

が国際協⼒である。国際協⼒には、国が⾏う政

府開発援助や多国間で⾏われる⽀援以外にも、

さまざまな組織、団体、機関、そして市⺠が関

わっている。講義では様々な実践事例を紹介す

るとともに、国際協⼒の意義と問題点を扱い、

理解を深める。また、⽇本はどのように国際社

会に貢献しているかを理解する。
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